
Title 修正期に至る EU の情報基盤政策

Author(s) 田中, 規久雄

Citation 阪大法学. 2009, 59(1), p. 21-100

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/54942

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



権
正
期
に
至
る

E
む
の
晴
報
基
盤
政
策

は

ν
小
ノ
に
E
刊
一
に
芯
汁
る
情
報
不
段
政
治
o
u
h日
下
位

J
M
4

持
基
盤
政
渋
芳
明
沼

一一

ド
ロ

i

ノ
γ

口
封

二二

八

一
一
一
泊
持
基
盤
政
浪
花
立
店

第
計
川
次
d

レ
ア
ノ
ク
プ
一
μ

グ
ア
ム

ー

3
）

J
J
2
7

（

i
I
〈
A

り
：
は
す

ノ＇c.tt i＇可
パ
／
ゲ
マ
ン
レ
ポ

l
L

草
山
次
？
レ
ム
門
ク
プ
ロ
グ
プ
山

I
D
A
プ
ロ
グ
｝
V

J

、

屯
河
川
午
恒
山
場
、
u

一U
H化
作
ん
J

ク

日

マ

ノ

ヰ
f
旧
U
刊し
μ
F官
へ
の
ア
ク
ン
寸
〆
プ
一
ソ
V

4
f商
取
引
ノ
ご
ン

7
子
イ
ゃ
ノ

プ

ノ

〆

力

ト

e

レ
J
J
7

卜

乍

T
】

H
C
「花

J

二
、
ン
づ

r
r
f

μ
z
f
u
A
U
白
山
川
ハ
f

（ 

） 国

i
 
i
 

規

久

雄

(f¥l人民半、 S0'J 2'! 21 (2COO. S] 



L
Jい
〔
ご
さ
当
叫

ι官旭川
υ

1

ハ
リ
ヱ
］
ン
戦
陪

ー
仁
丹
、

rqpu｝
X
U
（
一
一
心
凶
ア
ク
ツ
ー
ン
プ
ラ

J

ヘ

返

1
商
取
引
指
令
寵
↓
j

J
牙
：
市
八
市
川
以
上
十
九
号
）

悶
ー
ト
司
基
盤
政
涼
拡
大
河

川

ル

一

4
1
戸
／
一
つ
J

に

Z
Fる一
y
事
会
伏
広

間
二
ア
レ
コ
ー
ハ
》
ヅ

1
ン

m
l
l

巳
ト
ド
臣
告
の
に
三
日
ア
ク
ン

3

／
プ
一
γ

叫

叫

第

ペ

次

ブ

v

t

ム
ワ

t
h
ノ
プ
ロ
ラ
ノ
ム

問
力
第
一
パ
た
r
L
U
比
八

m
J
F日】
】

C
宝

L
5
5
い
改
定
収

五
仙
報
ー
一
一
盤
政
収
惨
と
問

江

ウ

ィ

ム

白

コ

ッ

ク

レ

ポ

l
k

r日J、
円問

i

c

 

－

－

F
 

士1

ハ
ス
｝
〆
戦
陥
協
同
T
止

第
七
次
ァ

ν
1
ム
ワ

lhq
プ
「
グ
ア
ム

】

u
h
C
戸
（
）

小川

r
h
J
一l

H

t
に
お
け
j
C川市川
M
汽
ム
マ
九
時
4
政
渋
川
の
恥
村
…
川
口
一

本
稿
は
、
今
川
日
生
一
問
、

は
じ
め
に

紅
白
に
欠
〈
こ
」
り
で
き
な
、
情
報
主
的
枠

r
r
M
4
2
2
2
2
2）
を
ζ

り
丸
一
け
、

E 
u 

河
川
】
〕
さ
ロ
欧
州
中
ん
じ
）

0）戸、

I f苛
仁ヤH
T イ
正文 ン
策τf
0） 弓

l守ス

ノト

ンフ
＇！ ケ

I f 
f、マ

ノ i
ト

目

〆〆ロ

円

? 9 
i工 E

l取人法午l五日 （＇. 22; 22 [2山日日、



九
五
ぃ
刀
、
コ
、
概
ね
二
円
一
円
、
斗
午
一
一
H
け
の
リ
ミ
ボ
／
戦
晴
ム
川
間
一
一
紙
～
京
一
段
ま
で
の
状
泌
を
烏
縦
し
、
ぞ
れ
ま
で
の

E
U
の
山
」
該
政
策

に
つ
い
て
触
れ
る
ー
も
の
で
あ
るE

U
に
お
け
る
村
報
基
俄
政
策
の
責
任
、
土
休

E
U
域
内
共
、
六
心
政
策
山
一
存
は

一月一

（問

CHic円弓門戸門戸（
J
C
5
5
H
7
5
5）

（
同
】
さ
℃

2
H｝

欧
州
妥
当
会

ピ
炉
提
案
し
て
、ざぺ、

苦 l'X
1ノ州
定で
し五
一f ' 

に
お
司
し
、
す
て
の
結
果
を
受
け
て
脳
出
僚
坪
事
会

。
｛
何
言
。
｝
再
三
一

E
U
指

へ, 

と
し
に
一
ヰ
ぃ
抗
手
れ
、

E
U｛
己
仰
い
で
公
布
さ
れ
ご
h
M
h
一、

如
何
一
爪
の
「
川
内
法
化
人
古
仇
〈
と
い
う
の
が
一
般
前
な
流
、
れ
で

め
る
桁
八
J

で
は
な
ノ
＼
域
別

と
し
て
決
定
さ
れ
る
ル
4
7
2の
り
、

f
c場
合
は
加
出
向
に
直
技
適
用
き
れ
、
、
一
れ

に
抗
帥
刑
す
る
加
盟
国
心
国
内
＋
V
い
は
虹
幼
と
な
る
F

川
時
間
む
！
日
川
応
に
中
川
町
刊
誌
げ
レ
ハ
り
る
場
介
、
円
叫
付
小
会
長
会
は
ι限
付
’
」
刊
は
裁
判
所

乙二

・" 、

（
〔
け
が
ザ
ロ

2
c叫
｝
戸
防
門

η
作

C
H
昨
日
μ伶

体11・認にとピz,E;J'.l情報基盤改宗（

b
v
E
E
Z
E凶
作
丘
二
抗
訴
す
る
こ
と
い
小

パ
パ
れ
〕

こ
の
作
で
、
府
羽
技
術
開
押
政
策
に
つ
い
て
攻
什
は
、

d
m
刊
ノ
委
員
会
り
且
山
口
軌
い
九
十
会
総
局
一
回
同
時
己
目

5
0ロ
印
〔

5
2
M吋阿
）

5
2
5胃

。
心
］
）
が
は
刊
円
以
一
社
会
一
り
推
進
J
P
＼
研
一
九
一
札
川
（
同

2
2
h口町

C
E
H
q同
山
］
｛
円
以
卜
、

が
I
C
L
T
ど八
r
L
む
研
究
開
策
（
U
推
進
に
同
「
る

政
詩
人
ル
ヤ
？
に

v亥
寸
る
と
い
ろ
形
三
、

高
則
的
い
情
報
μ
1
会
政
策
J

校
術
開
発
支
慢
は
凶
別
さ
れ
て
い

二
，
情
叫
川
廿
件
卜
般
川
政
策
禁
明
山
川

欧
州
妥
員
会
長
員
長
心

r

九
九

4
0
4に
調
印
さ
れ
た

Y
v

ス
ト
リ
レ
卜
条
約

ド
ロ
？
パ

」

2
2
H一
戸
内
L
1

Q
L
2
5
5
乙戸

一J
J
V
」
丈
ruφ
引

一

j
1
1
2；
ク
）

E
Uが
誕
手

L
ゆ
人
。

か
一

ι九一一年
i

ら
よ
ミ
ど
ム
て
の
し
凶
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ー
の
民
間
利
用
が
認
め
ら
れ
、

九
九
九
4ihJら
は
常
利
活
訟
も
川
つ
花
、
と

グ

ロ

バ

凡

(f¥l人民半、 S0'l 23! 23 (2COO. S ] 



r日

注
目
度
情
報
化
時
代
が
始
ま
る
υ

ゆ一一」で、

E
U
の
情
制
限
民
投
m
政
比
一
が
い
1

わ
ゆ
る
I
I凸
〈

T
Lイ
／
々
：
ネ
ソ
ト
叫
叫
ん
μ
へ
の
対
比
U

の必一

本
安
材
吋
J
W

－m晴
d
l
）
九
人
時
期
を
「
情
市
基
盤
政
同
県
栄
町
期
」

ζ
L
た
、
こ
の
時
期
凶
州
、
す
ご
に
改
革
が
あ
る
程
改
正
～
行
1

／
て
い
た
川
平
的

J、
円問

主
立
い
じ
戸
電
話
を
中
1
2

レー
L
7
る
百
気
迫
軒
（
戸
時
T
v
g
E
2
5
2
5
2と

,, 
レ v、

' J) } J, 
f人

ィ翌
二一－ !J' 3ぉン ι町
｝｝’＇ O 

テ アニ
ノイ ,,, 

フ勺

与イ
・= / L 々
G人ノ

:fa ＊、
京／

ジコ ト
呆を

点台
)j む

活
了
通
r

一川

、〉円又♂」一
J

、
f
L
中
l
臥

ノ
骨

J
J
r
i

LrLF正
パ
め
る
こ
と
が
中
心
で
あ
ッ
た
n
f
ン
夕
、
不
Y
J
に
ひ
き
つ
け
マ
、
い
う
ζ

「
イ
ン
タ
ー
A

i

J

ト
牟
入
甘
ん
ー
で
ふ
め
る
U

｝
口

l
ル
日
書

E
じ
の
情
報
ぷ
位
以
ド
ル
の
騎
’
人
は
、

一
月
に
玖
州
一
変
員
会
が
を
表
し
た
一
一
肌
長
・
抗
争
パ
リ
・
一
F一
市

二

五
じ
成
【
止
の
一
九
九
王
子

一
戸
紀
に
向
け
て
む
抗
戦
し
し
紅
路
に
閉
山
す
る
ゴ
喜
一
（
／
地
松
い
い
門
、
！
ル
川
主
ハ
）

事
会
に
は
こ
れ
が
糾
t

子
δ
れ
た
v

こ
の
白
圭
け
は
れ
や
末
、
労
働
市
場
の
柔
軟
性
主
古
川
め
る
こ
と
令
強
調
し
、
高
い
失
業
平
に
悩
10
欽
州
で
、

戸
、
：
ふ
り
白
h
M
F

月
む
ゾ
リ
ェ
r

い
で
い
げ
て
の
欣
什
血

~ 

一
円
〉
ヘ
パ
一
一
心
年
ま
で
九
斗
（
リ
ヘ
パ
一
一
ハ
何
人
の
J

仕出川
J
V
L

剖
引
出
す
る
と
い
っ
日
刊
怖
を
打
ち
出
し
た
雇
川
市
政
策
、
い
九
十
余
政
治
捉
一
は
で
あ
っ
て
、
レ
ー
は
川
4

、
り
決
民
か
、
口
fi
／
タ

iλ
ー
ッ
ト
に
つ
い
て
は
触
れ
て
は
い
必
い
が

結
汁
刊
H

什
会
に
つ
い
て
は
「

世
紀
の
た
め
の
党
展
モ
デ
ル
の
中

校
に
お
い
て
、
ご
の
閃
町
四
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
』
き
筏
り
あ
る
い

お
け
る
小
吋
欠
の
ふ
潤
で
あ
る
v

」
に
指
摘
）
て
い
る
c

汎

欧
州
単
似
心
不
ソ
ト
円
、
リ
ノ
か
ら
な
る
イ
、
J

フ
ラ
は
、
欧
州
返
慌
の
抗
争
力
の
基
ぶ
で
あ
る
こ
と
号
、
市
場
の
分
断
宮
前
一
円
る
介
め
ピ

首
気
通
信
サ
｝
ピ
ス
ど
は
特
に
相
け
設
続
性
及
び
相
」
y速いい［川性（
5
5
2七
三
己
主
主
一

確
似
；
か
必
帯
主
で
あ
ム
ゴ
一
と
を
前
き
、

ゐ
人
間
交

恰
恨
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
将
は
り
て
お
り
、
情
報

当
伝
イ
／

2
7
C
草
要
性
J

V

一
指
指
し
た
最
初
心
い
付
制
社
人
h

化
政
策
と

L
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
n

ア

マ

乙

1

レ
て
、
「
れ
ヨ
v

円
い
ソ
パ
よ
九
人
目
…
ア
4

川
ル
ギ
ネ
ッ
ト
ヮ
、
ク
L

と
と
も
に

共
体
的
に
は
、
鉄
道
、
東
路
等
の
紛
波
部
門
及
び
Em
ノ
丸
送
信
に
お
日
る
欧
州
規
模
の
イ
ン
づ
ノ
ソ
憐
相
ネ
よ
め
る
T
E
M
J
「叶

2
2

l取人法午l五日 r:2"; 24 c＇山日日、



一JC3℃
4
2
Z
E巧
O
L
一
を
景
気
制
復
J
A門
J
M
恒
い
用
の
前
山
と
結
び
つ
け
た
欧
州
情
報
ハ
イ
ヴ
マ
一
｛
構
築

山
川

三，一

tzprFO三
）
が
得
一
り
ヮ

欧
州
妥
員
会
は
、

I
E
N
を

E
U
全
滅
へ
の
サ
ピ
ス
及
び
永
〆
ト
ワ
ケ
の
拡
張
、
二
心
茶
ー
て
お
れ
、
電
気
尚
信
分
前

に
お
け
る
r
I
N
の
士
安
州
市
河
川
的
ば
、
特
に
記
阿
国
内
の
法
伝
後
滋
地
域
の
イ
シ
ブ
プ
時
備
を
推
進
し
、
成
門
人
件
の
ム
ヴ
ト
ワ
ー
ク

と
サ
ー
ビ
ス

η
均
質
化
を
回
り
、
社
会
主
投
と

L
て
の
泣
い
蒸
れ
”
の
汎
欧
州
判
中
z

長
蛇
る
こ
と
に
あ
っ
丈
。
電
気
通
信
に
お
け
る
五

U
八
十
域
へ
の
す
ピ
ス
及
び
不
ソ
ト
ワ
ク
ー

の
普
及
は
、
折
刷
、
仏
リ
ピ
マ
へ
の
導
入
と
い
う
制
…
々
で
市
気
通
信
品
古
来
斗
悼
の
日
性
化
を

4u
心
、
ム
ご
す
の
み
な
、
り
い
す

に
叫
か
「

E
仁
し
の
紅
FJ

山r出
動
を
支
え
る
統
合
r

〆
F

一7
と
な
る
と
欧
川
委
員
会
ば
考
プ
之
～
の
で
あ

深

イじ

る

こ
の
パ
ピ
ロ
ー
ル
r
川口走ハ

、
一
人
々
こ
之
川
市
大
の
羽
長
で
為
的
、
そ
こ
に
E
ド
し
一
以
策
心
尽
出
、
を
当
て
よ
戸
口
れ
ば
な
ら
な
い

い
う
一
足
木
に
け
ん
ら
れ
る
よ
う
に
、

－
仁

1
山偲い
γ
」
日
約
と
す
る
も
の
で
は
と
く
、
社
会
人
工
休

15ぱ
普
す
る
一
手
段
と
し
て
心
情
夜
化
で

あ
つ
に
が
、
｝
心
ド
袷
は
そ
、
り
終
一
民
7

レマ、
E
U
の
は
ど
A

J

札
会
化
政
第
ど
出
い
て
い
く
J

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

ハ
J

ゲ

♂

／

リ

v
f
l
ト

ゐ
九
九
阿
斗
i
b
M
一
一
一
ハ
日
に
は
、

ド
ロ
ヲ
レ
PH4宝
い
を
受
け
て
、

山
内
欧
川
電
気
通
信
網
の
整
備
の
H
ハ
体
的
な
方
策
略
引
一
司
作
り
の
た
め

に
敗
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
ゲ
マ
ン

心
と
ト
リ
る
ハ
「
レ
ベ
ル
グ
ル
i

プ
が
作
成

欧
州
妥

（
三
日
コ
コ
一
位
コ
m勾
d
J
2

ココ）

辿
（
同
一
一
総
同
「
電
気
通
信
情
市
マ

F
ノ
ソ
卜
、
研
究
4

成
果
の
利
い
い
川
」
）
が
欧
州
川
崎
事
会
に
提
A
Lた
欧
州
市
川
市
タ

ム
ム
へ
の
提
コ
欧
州
こ
グ
口
、
！
パ
ル
情
限
付
へ
f
」
（
い
わ
ゆ
る
パ
〆
ゲ
マ
J

－
レ
ボ

ロハム
h

D

p

h

が
九
凡
表
さ
れ

i
c
I
政
策
、
情
報
社
会

化
政
策
の
ハ
ド
垣
本
的
お
凶
作
争
犯
一
ボ
し

そ
の
徒
、
そ
の
ほ
刊
需
を
ー
北
大
・
修
止
す
る
形
芝
、
え
折
m
D
F
ク
ン
ョ
ン
。
ノ
ラ
ン
、
？ 

" 

ウ
、
指
令
、
前
査
川
父
、
。
ノ
い
ジ
エ
ク
ト
等
が
門
脱
却
さ
れ
七
円

と

(f¥l人民半、 c0 'l ZSJ 2に（2CO(I,S ] 



r日

パ
シ
ゲ
マ
ノ
・
レ
ぷ
、
卜
は
、

ま
ず
川
山
川
川
わ
午
、
情
出
社
人
ム
化
ず
る
た
め
に
は
市
場
メ
カ
一
一
ズ
ム

の
競
争
ぃ
YJ
守口γ
そ
く
〕
て
ご
な
阿
定
的
1
J
d
円
摘
を
引
ら
壊
ず
行
動
が
必
裟
ど
と
し
て
、
以
？
の
一
て
つ
な
原
則
守
口
γ
民一

γ
た〉

そ
の
た
！
の
に
ヨ
ー
口
ソ
パ

J、
円問

土
利

L
い
グ
イ
↑
ノ
ミ
3

ク
な
は
川
済
J
4

日
門
を
血
パ
f
J

た
め
に
、
起
業
的
な
精
神
を
促
進
す
る
」

・
欧
州
規
牧
で
の
抗
予
約
九
弘
山
科
恨
3r一
川
正
ケ
ピ
ス
を
よ
ι
現
す
る
た
め
に
、

社
ハ
泣
円
規
引
を
明
党
す
る
。

・
ム
ー
以
！
の
、
公
共
投
資
、
民
政
支
援
、
術
幼
ふ
γ
及
び
れ
J
f間
続
税
ι

、
保
譲
正
義
は
一
わ
し
れ
な
い
n

十、、！～、
v

↓
 そ
し
亡
、
欧
バ
企
業
、
ν世
か
れ
て
い
る
競
争
一
点
1

杭
な
？
げ
一
泌
を
ね
慌
ゲ
る
必
要
か
ら
、
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ず
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叫
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世
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。
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蒸
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仲
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。
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述
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叶
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述
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句
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イ
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デ
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＋
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1
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ト
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介
汁
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仁
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叶
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；
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。
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ソ
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／
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刊
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台
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入
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ポ
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九
九
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に
欧
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門
司
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ゲ
J

J

e

レ
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h
J
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日
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州
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取
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へ
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カ
ノ
、
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（
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－
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仁
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仮
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仏
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P

・
既
存
の
施
策
、
計
立
高
入
び
今
必
子
’
心
さ
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よ
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図
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佐
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収
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狙
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台
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、
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政
制
系
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ず
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右
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〉
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台
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仲
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テ
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什
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。
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～
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ボ
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－
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、

の
ょ
っ
工
、
仏
政
箭
を

取
る
と
さ
れ
て
い
る
。

J、
円問

・い
J
M

ム
？
的
汁
－
l

ピ
ス
一
世
司
刊
の
作
成
ヘ
そ
の
よ
う
な
吋
7

ピ
ス
、
例
え
ば
欧
州
述
〈
い
ぷ
説
臼
の
政
府
陣
内
問
に
お
け
る
悩
限
交
般
の
た

不ぜ〉
ヴ νー）

ト技
'I jC; 
I {I: 
〆ノ様
サ亡
i お
どる
ス：°＇T 
へ E
Gコ N
f') ,! 
ir A 
Uコ 1

;{: n 

。
（叶

E
P
Z
何
己
き
に
き
口
出

2
Z
2切
［

C門
叶
乙

2
2
q
E
2
f
A
J訳
、
命
令

μ
戸

p
r
z
E
Z戸
E
C
C
H
Z
Hご

e

部
門
ア
ブ
リ
う

I
シ
ゴ
ン
川
明
の
大
通
ン

l
ル
の
問
先
c

・
法
約
九
除
時
の
除
J
A
L
し
七
ふ
ュ
リ
一
ア
r
子
段
、
特
に
公
山
脈
議
J

ン
F

一7
心
辱
染
c

書
店
坂
コ
ン
一
J
ン

y
川
畑
正
～
旭
川
市
性
m
v
p
川
一
と
、
専
定
部
門
ネ
ソ
ワ
ー
ク
で
の
パ
f
口
ァ
ヲ
よ
i
J
f
り
ケ
1
J
3

－
イ
一
一
ン

r
J’r
y
に
m仇
す
る
回
中
地
域
心
情
報
収
集
、
ー
仏
恨

－
口
則
三
日
刊
一
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
り
設
計
L
Y

実
施
P

－
Z
虫
z
ハマ仏（
U
促
氾
と
部
門
プ
ロ
ン
工
ク
ト
同
心
ん
人
流
、
加
盟
問
で
川
庄
の
伴
蒙
イ
ベ
ン
ト
を
相
識
〈

I
D
A
は

九

九

μ
匂
ー
か
ら
ふ
九
九
ヒ
立
ー
ま
で
が
第
ブ
ェ
ー
ィ
ご
し
、
お
ふ
フ
ニ
！
ズ
の
一

λ
九
九
年
七
月
に
活
応
方
針
い
が
修
京
さ

け
t

、、
1

t

 

的
な
活
助
、
乙
〕
て
、
行
政
機
関
耐
の
デ
i

タ
交
松
山
ン
ス
テ
三
和

q
の
相
互
誕
い
い
！
性
を
手
杭
「
る
よ
う
に
な
り
、
校
術
的

に
は
山
川
」
斗
芝
府
幻
た
め
の
共
通
ソ
3

ル
ゃ
い
何
刊
を
凋
殺
す
る
プ
ロ
f
J
L

ケ
ト
隠
助

組
織
体
制
等
に
つ
い
て
は
相
互
遣
い
月
の
た
め
の
ゲ

イ
ド
？
イ
／
や
山
間
前
向
の
同
店
乙
斗
」
及
等
を
ノ
イ
い
勺
て
」
守
一
の
お

山
川
フ
円
グ
ラ
ム
は
1
り
A
H
1
「ニー、、

L
2
8℃
の
に
お
い
て
一
五

P7K剥
D

7

7

が
卓
要
に
仕
っ
た

午
心
日
吋

い
了
て
う
水
平
約
一
ぽ
活
動
強
化
h
I

六
れ
た
。
そ
れ
ま

c
o
h
J引
は

l〆、
ノ
~ 

」 J

尚
一
山
続
的
以
解
決
が
中
心
で
為
ハ
た
が
、
い
心
立
運
用
性
確
I
V
の
た
め
、

行
政
機
見
に
お
け
る
パ
J

ク
オ
ヲ

q
ス
作
業
の
守
記
総
2

寺、

l取人法午l河口＇ lZI32 I＇山日日、



法
制

労山間文ハげ
u

に
ま
ゼ
γ川
肢
が
鉱
た
さ
れ
た

ωか

ー

υ
A
Hは

ヘ
ー
不
自
、
市
民
に
判
「
る
行
政
サ
v

ピ
ス
の
対
古

日一

C
凹
年
ま
で
継
続
L
、
’
尚
に
i
p
A
B
C

一一）

m
t
Aへも
刊
一
町
、

C

｛
山
戸
山
ベ

C日
X
Z
M
内

（
U

スハ
V
〈
弓

2wロ
2
ニ吋
zdmν
】
コ
ィ
戸

n
n
z
史
、

τ＝7｝
】
勺

〉

L
2
5
2
2
Z
5
F
Zご
J
2
3
Z
2
五ユ

／
｝
！
日
コ
て
、
一
。
り
民
司
を
意
識
し
た
r山
政
を
じ
っ
て
い
る
υ

干1

電
気
歪
信
山
場
の
斗
山
化
憎
ん
ド

当
時
、
放
送
e

一
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
J

た
4
F
l
ピ
ス
は
、
別
々
に
提
供
手
れ

J

訪
日
同
同
体
も
そ
れ
に
忘
じ
別
々
に

k
つ↑↑
L

レ心人
L

こ
れ
ら
は
い
い
ん
芯
る
不
サ
ト
ワ
l
ク
で
渓
営
さ
れ
、

ナ
レ
ピ
受
惚
肉
、
電
話
、

コ
J

ピ

f
l
タ
！
と
レ

J
J
f
Eハ
な
る
ザ
ラ
ゾ
ヘ
ー
マ
ォ

l

ム
一
℃
役
わ
れ
て
お
り

、
民
な
る
は
同
伴
と
官
片
足
る
判
明
約
で
規
制
手
れ
て
い
た

し
か
し
、
出
店
店
ア
ジ
タ
ル
伝
玖
校
術
心
山
山
〔
は
い
よ
り
、
同
ヒ
不
ジ
v
h
f
ノ
1
ク
い
で
様
々
仕
句
1
ピ
ス
、
例
え
ば
、
電
話
、

）ノレピ、

つ
ン
タ
l
ネ
ソ
ト
与
を
統
合
し
て
利
用
で
き
る
コ
ン
シ
コ

i
マ
端
末
吉
使
う
こ
と
が
り
能
に
な
っ
11V

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

続
休
ム
バ
仏
十
及
び
i
i
九
百
在
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
業
軟
性
E
T川川市し、

電
気
通
告
会
社
、

凶
際
的
、

rw界
的
な
ス
ケ
ー
ル
ヘ

ま
ャ
て

l
y

」
成
え
を
絞
け
な
い
か
、
り
、
以
下
の
よ
う
な
汁

i
ビ
ヌ
乞
耐
位
い
て
き
る
工
う
山
な
つ
に
ハ

－
イ
ン
タ
V

3
（

F

ト
の
叶
〆
ピ

へ
の
配
信
斗
マ
ピ
ス

－
一
ア
／
タ
ル
ア
レ
ピ
ヂ
l

l

グ
改
｝
J
携
帯
電
町
一
叫
伊
崎
山
ぃ

メ
ル
及
び
W
W
W
へ
の
ア
ク
ト
ゼ
ス

・
イ
／
タ
ー
、
ホ
ハ
ァ
ト
上
の
う
ノ
オ
及
び
一
一
し
ピ
デ
粁
住
の
w
r
h
L
t
ャ
ス
ト
の

工
巨
土
戸
百
話
へ
の
イ
ン
夕
、
不
ソ
ト
利
目
ο

汁一
A

f十
上
九
ソ

r

r
一

、
竹

ν

ス
／
一
イ
ン
ソ
一
ア
り
舵
ん
じ
一
、
ハ
427tmv
括合
2
2）

が
山
間
砲
に
な
コ
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r日

え
八
二
ヰ
ピ
は
イ
ギ
1
ノ
？
へ
て
競
争
が
将
人
3
れ
に
が
、
日
天
H
U
パ
は
寡
川
状
桂
ー
で
あ
り
、

そ
の
他
の
欧
州
諸
国
で
も
一
般
的
に
サ

i
y

え
の
円
山
化
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
で
、
二
三

E
C
）
一
安
門
民
八
三
は

一
フ
レ
ー
ム
沼
山
崎
に
お
け
る

九
八
何
司
六
日
、

欧
州
共
河
林

J、
円問

ア
ク
シ
ョ
ン
ワ
ブ
、

tケ
代
古
j
o

ム
、
さ
L
J
H

九
八
A
U

午
六
月

九
九
二
刊
を
期
限
乙
L
た
巨
仁
市
場

比
例
月
Jhz
岡
信
洋
楽
の
強
化
は

の
必
民
条
件
て
あ
る
と
L
ー
一
二
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
な
経
済
に
向
付
て
｜
電
気
丞
七
サ

f
ス
と
端
末
段
見
付
心
宍
忍

一幻一

市
鳴
り
わ
光
［
肢
に
減
「
る
ア
ワ
i
ンベ

i
ぺ
」
を
発
表
L
、
す
ピ
ス
や
機
誌
の
「
ヨ
由
化
ー
に
、
共
活
花
桁
呆
準
の
策
バ
事
汁
び
に
ム
日
百

fm 

の
大
方
針
の
下
、
以
ト

uzr項
註
J

が
京
気
通
信
汝
策
杭
准
一
心
原
到
し
〈
し

思
決
r
止
J
q
」
急
引
な
い
と
い
う
つ
の
立
味
を
持
つ

調
和
化
一

以
降
の
電
気
通
信
政
策
の
改
革
に
お
い
じ
る
指
針
と
な
J

たに

-r 
c 

e 確
二五 s.:< 
持、
l['c_c才L
r、、,, 
｛ 
/ 

寸
ノ

ツ

J山
｛土
万
川、

め
る

・
県
本
立
川
山
以
外
心
電
気
通
信
ヤ
ノ
ー
ビ
ス
心
一
元
ん
な
民
間
化
J

－
丸
山
消
印
刊
術
汁
川
ム
ホ
を

・4
一
平
斗
ノ
ー
ビ
ス
拭
供
者
へ
の
利
用
条
件
の
則
一
小
手
、

Z
E当
ご
同
片

H
i
5
2
2
c
p

＼
心
情
胤
制
っ

O
N
F
 

・
屯
話
機
以
外
の
刷
r

末
叫
判
明
暗
市
場
の
け
直
化
ι

・
担
↓

の
も
つ
定
削
機
能
よ
運
営
機
能
と
を
分
際
し

・
υ
ー
マ
条
約
一
当
時
）

の
E
仁
川
航
行
宇
法
へ
の
池
山
川
r

h
八
へ

4
二
川
月
、
欧
州
安
打
υ門
会
は

九
八
J

J

刊がノ
7
7
／
ペ
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
提
訂
さ
れ
ず
九
月
信
政
2

引
に
つ
ド
て
、

H
八
体
的
な

ず
ん
胞
期
限
会
確
定
？
、

ザ
に
お
け
る
U

口
ノ
パ
共
日
体
全
政
心
川
尻
争

山
地
統
合
に
山
け
た
r

心
同
心
優
先
順
や
が
｝
4

止
め
た
ー

ι九一

川

u
－

一

斗

一

お
電
気
、
メ
ノ
川
市
場
に
山
け
て
E

と
い
丹
ア
ク
シ
？
ン
ブ
ロ
グ
？
ム
を
町
内
状
、

一
九
八
八
年
4
月
に
は
圭
管
止
に
よ
る
引
け
求
独
占
を
撒
川
崎

l取人法午l五日 r:12; 34 c＇山日日、



ず
品

「川州支
r
村
山
化
指
令
」

（
閣
僚
坪
事
会
J

）、

月
二
出

1
E
C
電
気
一
月
一
れ
政
広
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
」
一
丸

け

一

一

門

一

丸
。
年
ハ
け
に
は
基
本
声
戸
川
以
外
の
八
ム
サ
ー
ピ
ス
の
出
計
九
に
J

ご
す
い
お
づ
け
る
ー
サ
｝
十
ス
’
Hj当
化
指
令
L

、
河
日

1
0
N
P
枠
新
冶
令
、

汀川し

端
末
相
方
V
川
北
指
令
こ
い
つ
七
主
要
仕
指
令
せ
を
同
党
表
し
、

九
八
九
年

一
九
九
ん
年
阿
月
の
端
不
機
山
仕
梢
式
認
定
の
域
内
調
和
町
ヨ
的
／
「
レ
ペ

九
九
二
4

や
端
末
等
主
弓
山
化
さ
礼
三
円

。
店
、
欧
州
委
立
会
は
れ
古
F
q
旧
工
川
の
抗
予
化
を
小
本
氏
る
一
日
川
気
ヨ
信
分
野
に
お
け
る
現
状
の
民
生

L
」
を
交
表
、
二

一
九
九
心
年
代
山
河
ー
に
は
V
A
N

記
Z
T
h
n
v
E
L
z

－zmνzcp
付
加
慨
偵
往
信
個
別
）

れか一一
h
十
人

一
守
七
月
心
電
気
淀
川
市
同
僚
制
仕
草
会
に
ι「丸山
I
、
ム
山
議
で
は
九
一
八
午
ま
で
に
公
衆
L

山
口
市
涜
需
を
自
由
化
計
J

る
こ
と
が
合
意

さ
れ
た
U

こ
の
後
、

l
h
注
心
一
九
九
一
PH

月
の
ど
っ
l
ル
川
丹

一
九
九
何
年
立
司
心
パ
ン
デ
マ
ン

L
ポ
1

一

f
f
u
u
J

℃
白

J
コ

f
j
uノ
！

F
C

崎
一
川
長
口
会
「
古
川
皮
情
報
化
社
会
に
向
け
て
欧
州
が
取
る
べ
き
方
策

γ

ケ
ン
ョ
ン
c

ノ
ラ
ン

ム
J

，
一
え
J
I
f
L

υ卦
」

勺

fvt

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

九
九
六
ノ
「

を
は
会
は
「
↓
1
匁
通
信
山
正
明
に
お
け
る
完
全
競
争
心
長
施
に
関
し
て
什
ノ
ー
ビ
ス
一
円
由
化
指
〈
μ
を
修
ム
す
る
委
員
会
問
令
」

ろ4
 

J

ケ
同
部
択
す
る
〈

、
わ
ゆ
る

月
がれ
A－M令V
M川

，t
全
一
片
比
化
出
恒
い
d
p）

完
全
円
由
同
令
」
の
内
容
は
以
卜
の
よ
う
な
y
R
U
J
t
あ
ぺ
一
三
。

ー
什
一
凶
規
制
機
関
心
特
別
権
、
排
他
権
の
扱
廃
戸
甘
い
ャ
ぷ
音
声
サ
ヲ
ピ
ス
は
九
九
八
匂
1

月
A

日
ま
三

、
同
地
本
↓
日
尋
問
サ
ピ
ス
JT

除
く
代
替
イ
、

J
Zワ

｛

C
A
T
V
等

の
利
用
は
々
九
一
ハ
4
i
t
月

［
ー
で
に
天
地

・
参
入
手
続
幻
訓
差
別
化
、

渋
川
化
幻
行
晋
ゎ

－
E
U
引
盟
各
凶
は
一
九
A
J年
月

じ
ま
で
に
憎
互
接
続
に
係
わ
る
長
件
を
公
開
ず
る

－
q

凶
気
忍
h
川市
γ
染
者
は
つ
一
祉
の

E
4戸サ

v

ス
及
び
公
川
市
交
換
柄
叶

J

ス
に
刻
L
、
答
凱
u
出
店
反
準
に
基
づ
，
、
非
芸
別
的

；、、
r
一、

5
V
1
 

透
切
な
条
件
に
よ
れ
、
日
山
内
t

安
い
刊
を
u
沼
状
？
な
日
わ
れ
ば
な
ら
な
い
ハ

九
九
日
ご
寸
六

μ
ま
で
に
公
司
「
る
こ
え

(f¥l人民半、 c0 'l 3SJろに（2CO(I,S 



r日

－

L
一
て
f

！
？

L

I；l
三

目
二
）
ノ
ー
ナ
ー
ノ
ユ
一
ー

の
提
供
に
闘
す
る
安
川
負
担
義
務
ば
、

公
衆
電
気
通
一
ド
紅
な
提
供
す
る
事
業
芥
に
の
み
却
す
υ

ま
に
、

肉
店
炉
事
業
者
が
実
院
の
J

コ
ス
ト
に
基
ゴ
い
た
料
金
設
（
止
を
れ
い
、

そ
の
た
め
通
信
事
業
省
に
吋
1

ド
ス
料
金
の
J
パ
ラ
〆
シ
ン
ゲ

J、
円問

〈
征
棋
H

改
定
）
を
行
う
こ
ど
包
認
め
る
の

月
一
円
い
い
ま
で
一

リ
パ
ラ
／
ン
、
〆
グ
が
完
了
f

と
さ
な
い
場
ん
に
は
、
リ

L
l
L
 

j
ノ

j
ノ
刊

パ
ラ
〆
シ
ン
ゲ
r

に
潟
ず
る
計
阿
ゴ
日
J

／
一
欧
州
安
員
、
以
に
弘
正
す
る
U

－d
砧
気
歪
伝
川
工
外
一
り
特
別
徒
、
松
池
権
を
ワ
え
ら
れ
て
い
る
企
業
が
、
立
て
戸
サ
ピ
ス
や
公
衆
電
気
歪
信
端
を
災
供
す
る
際
に
は
、

本
来
業
務
と
の
会
計
分
離
ケ
バ
リ
つ

－
ネ
ソ
ト
り
l
ク
整
官
、
h
M
J

ぜ
れ
て
い
る
、

λ
は
ネ
ァ
ヘ
i

ワ
！
？
規
模
の
小
さ
い
一
部
の
E
U加
盟
名
町
に
つ
い
て
は
、

結
予
防
ョ
肢
を

訪
山
め
目
。

・
屯
ィ
話
収
の
九
九
ノ
打
及
ひ
許
号
案
い
い
1
1
ピ
ス
γ
」
口
山
化
す
る
J

一
九
ん
ヒ
h

一
月
に
は

「
芯
可

免
あ
付
h
J
に
関
す
る
共
通
枠
組
担
令
」

い
わ
ゆ
る

「
一
フ
イ
点
ン
ス
間
八
υ」

か
採
択
さ
れ
、
特

別
ヒ
山
初
ム
円
、
デ
除
き
、
限
定
3
わ
い
た
ん
元
日
の
荒
む
と
認
め
白
い
、
一
と
2
な
〉

f
v
特
別
な
場
合
と
し
て
、
歌
州
山
一
へ
u
回
事
会
は
、
事
法

K
E

に
対
、
ノ
コ
一
パ
み
ソ
ル
べ

7
iピ
ス
の
捉
快
い
財
政
刊
さ
口
伏
す
る
、

τ了
乞
認
可
要
件
と
J

た
り
、

斗
ニ
パ
v

サ
ル
斗
ー
ピ
ス

ユザ」川品、
J

た
り
ず
る
場
合
、
悩
別
限
定
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
パ
九
行
な
認
め
勺
位
一
ー
の
権
限
ヨ
一
各
凶
い
む
J

えム
7
h
v

六
九
七
年
八
月
に
は
、
相
片
岡
山
江
川
ハ
人
品
に
同
町
わ
る
規
制
の
撤
廃
や
飢
若
な
市
場
支
配
hυ

τ
2
2
t）
を
石
い
す
る
事
業
者
の
義
治
当
配
定
め
ん
J

」
1

似
行
奈
川
市
指
杭
ノ
ス

一日
M
A
P

一子四百円一
2
2｛
〕
ヰ
ミ

rRV

コ

一
一
ー
汁
月
汁
7

ピ
ス
を
利
用
者
の
屑
場
所
に
か
か
わ

良

一
E
4戸
O
N
P此
w
d指
〈
μ
ー
を
、

り
な
く
、
利
用
者
に
と
っ
て
負
担
可
能
訟
判
全
で
提
供
六
れ
｝
乞
散
は
限
心
サ
i
γ

ス
と
怜
置
づ

一
ι九
J
A
A
1

一一
一
日
正
法
、
欧
州
安
門
司
会
が

信
州
川
山
河
ム
約
分
野
の
臥
ル
ー

ヱ
ロ
九
ゴ
由
化
指
令
」

に
に
且
づ
え
＼

qm気
通
信
、

メ
吋
フ
ノ
ー
ア
、

l取人法午l河口お； 3ii c＇山日日、



と
地
問
へ

ヘゲ
J

1
シ
ペ
ー
パ
ー
J

）

情
出
社
ん
た
“
に
向
け
て
キ
発
ロ
ョ
U
1ド

τ
こ
れ
に
基
づ
き
、
情
報
通
信
川
分
野
に
お
け
る

間ム口
F

化
が
司
蛍
栄
一
川
場
に
及
一
は
ず
影
響
？
そ
の
逮
夜
〆
」
、

JMム
ロ
化
に
川
け
た
規
制
の
花
り
方
に
つ
い
て
、

仏
く
関
係
各
界
に
諮
問
川
県
f
f

r 

計
九
八
刊
に
は
グ
ペ
ソ
ー
／
ペ
ー
パ
ー
に
悶

fuv公
開
鴻
議
も
わ
？
わ
れ
べ

そ
の
九
九
八
つ
月
に
は
、
ト
述
の
一
円
万
九
一
山
化
指
令
i

に
ふ
勺
て
イ
ン
フ
ラ
と
茶
木
市
話
サ
ピ
ス
が
山
坊
に
明
収
ゴ
ハ
れ
、

へ
工
面
斗
山
化
ト
J
仁
わ
れ
に

寸2
ひ

エー

九
九
一
八
午
休
刊
刊
で
は
、
一
顕
苫
な
市
場
ー
ん
だ
力
（
S
M
P）

か
も
つ
宇
業
者
と
は
、
ン
ユ
ア
以
外
の
立
干
ー
も
考
石
、
子
れ
る

げ
か
、
主
と
し
L
関
連
す
る
ト
ロ
リ
勿

ιお
い
て

I
ぃ
vm
以
上

に
よ
い
J

た
め
ら
れ
た
時
制
を
課
す
も
心
と
さ
れ
亡
い

ユ
ア
を
有
す
る
事
業
者
と
さ
れ
、

品川川
P
事
業
者
に
対
し
亡
は
指
令

利
権
を
め
ぐ
い

ロ
rt: 
f~ 

し
て
い
っ
た
E
U
C
流
れ
か
7
M

一
調
和
化
が
破
一
が
し
な
い
約
四
己
、
徐
々
に
下
さ
る
と

ご
つ
か
ら

一
」
の
完
全
ム
円
防
化
さ
れ
ι
j
k
u
L
通
信
山
崎
、
り
法
的
枠
制
は
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
個
々
の
市
場
町
規
律
し
て
い
る
こ
う
し
た
二

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

り
の
指
令
治
決
定

で
あ
っ
た
。
可
能
な
範
囲
で
共
通
ル
ー
ル
を
コ

y
f
y
定
め
て
い
く
と
い
う
心
地
H
E
じ
り
一
段
的
位
協
で

／ 

辺
す同

る
日寺
山え
-r 
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E
U
は
「
剖
利
化
」
乞
山
山
さ
ず
、
定
気
品
信
と
メ
デ
ィ
ア
バ
で
の
紬
ム
U

に
川
り
た

「
日
凶
作
山
L

を
こ
う
し

あ
れ
時
間
が
か
か
る
の
バ
一
予
、

て
制
度
化
、
二

一一（ハ）〈リハ己中一

月

川
、
猶
マ
ノ
期
間
を
与
え
ら
れ
て
い
た
ギ
リ
ン
ル
ー
の
実
施
に
よ
れ
2

そ
れ
が
表
現
、
と
旬
、

ゲ
ロ
ー
川
ル
情
限
社
会
へ
の
γ

ケ
シ
2

三
ノ
フ
〆

h
八
九
六
年
六
月
に
パ
J

ゲ
マ
〆
は

1
1
5
（町三
C

コ2
2
ご

S

に
お
け
る
日
？
ロ
ノ
パ
の
ピ
、
ン
？
ン

I
T
は
品
川
カ
な
泳
三
ハ
で
為
る
小
、
粧
品
目
的
・
社
会
的
司
的
の
法
成
の
た
め
の
手
段
に
ー
さ
ず
、
そ
の
立
山
間

η
ら
約
持
ス
i
パ

ハ

f

一しが

I
主
に
つ
い
て
話
す
の
↑
ど
あ
る
o
t

と
述
ヘ
マ
、
お
り
、

i
s
の
に
u
y
／の

I
U
T
で
あ
る
こ
と
が
、

E
U
の
I
C
i

ヴ
寸
一
／
ー
で
は
な
ノ
＼



1998年１月１日
EU電気通信完全自由化

1987年６月
電気通信サービスと端末機器の共通
市場の発展に関するグリーンペーパー

1988年２月
アクションプログラム

1990年６月
ONP枠組み指令

1990年６月
電気通信サービスの自由化に関する指令

1988年５月
端末機器の自由化に
関する指令

1991年４月
端末機器の相互認証に

関する指令

◎パケット通信ONP勧告
◎ISDN-ONP勧告

◎専用線ONP指令
◎音声ONP指令
◎相互接続ONP指令案1993年12月

移動体通信に関する
グリーンペーパー

1994年10月
衛星通信に関する
自由化指令

1990年10月
衛星通信に関する
グリーンペーパー

1993年７月
基本音声自由化決議
1994年11月

インフラ自由化決議

1996年３月
完全自由化指令採択

1995年10月
CATV自由化指令

1996年１月
移動体・パーソナル通信に関する

自由化指令採択



政
資
心
茶
底
的
指
導
的
川
町
八
，
E
よ
あ
る
」
と
い
巾
’
F
品、
f
r
Q
O

一
九
計
八
年
じ
月
に
附
州
一
一
全
日
誌
は
ド
ロ
ー
ル
巨
詳
を
受
け
、

社
会
に
お
け
Q
H村
弘

J
1
1
｝
売
事
人
々
が
持

そ
う
3

－2
1
v

フ
ス
ト
ハ
ャ
の
な
か
と

グ

J
1

シ
ベ
、
パ
ヲ
と
し
て
「
情
報

を
そ
表
」
ヲ
る
ロ
そ
こ
で
は
人
間
ー
一
し
の
情
報
化
の
思
想
に
蒸
コ
き
、
悩
叫
肌
叫
1

ム以の

U
会
」
的
側
何
が
強
訴
さ
れ

I
C
ー
が
も
た
ら
ト
J
U
引
会
的
変
革
が
非
常
に
ぶ
き
ど
」
と
を
市
民
に
訟
h
M
き
什

そ
の
一
治
釈
で
魚
じ

る
問
題
に
つ
い
て
鮮
民
不
を
不
L
て
市
民
の
一
弘
同
に
党
え
、
そ
の
立
解
、
率
一
川
台
本
め
た
り

こ
の
ク
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
お
い
て
欧
川
去
民
余
が
指
病
ず
る
間
川
町
1
4
は

庭
用
問
強

及
び
一
氏
、
r
T
義
と
平
等
」

万

占
…
で
？
の

る

J

嵯
川
哨
問
題
に
つ
い
て
は
、

I
y
r
は
労
働
の
と
タ
イ
ル
、
企
業
矧
織
、

ひ
い
て
は
付
人
一
念
士
杯
乞
変
JTし
て
き
ん
J

一日小、ムー
f

均
一
三
ら

何百る
l
仁
「
の
九
九
M
（U
山d
進一一
J

日
〕
と
で
、

：
7
；
L
Z
7
 

1
J
f
k
1
J
1
f」
却
方
q
J
T
J

段
ひ
佃
州
品
川
に
j

初
予
午
一
を
も
同
時
に
進
め
て
い
く
必
要
げ
が
あ
る
2
し
、
ま

ー
じ
T
は
労
働
者
り
必
出
火
技
限
戸
大
き
な
変
什
牛
山
と
る
た
ら
す
た
め

人
j

絞
心
寝
用
政
策
で
は
人
的
資
涼
心
強
化
二
重
点
を
置
い
た

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

政
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
、
っ
と
い
と
階
拘
し

K
J

民
i
ム
丁
義
と
平
行
十
に
つ
い
て
は
、
情
詩
社
会
は
山
氏
参
加
刑
（
山
科
い
会
と
は
る
こ
と
な
似
出
す
る
も
の
で
J

のり、

I
C
「
は
人
々

に
一
。
っ
て
利
尽
さ
れ
る
べ
き
E
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
情
校
を
ね
つ
者
と
「
持
た
ざ
る
者
、
と
の
闘
の
小
η

守

／
タ
ル
J

ノ
パ
イ

ド
）
を
刊
L

り
出
す
も
の
で
は
な
い
こ
L
Y

を
指
局
、
J

？に

E
U
で
は
1
5
と
い
う
一
一
叫
交
に
象
徴
さ
れ
ら
－
o

つ
に
、

T
叫伐と

L
て
の
情
報
ハ
ィ
J

「’
L

イ
の
み
な
り
ず
、
そ
の
桃
川
北
町
二
目
的
州
巣
こ
し
て

宇
み
巾
ハ
ペ
：
れ
る
叫
に
な
形
市
L

の
社
会
に
主
主
…
が
F
か
れ
て
い
る
ラ

E
U
に

5
て
情
報
代
会
は
、
河
川
済
的
問
？
引
の
み
な
り
ず
、

R
U

統
合
ー
を
よ
作
氏
三
守
、
J
h
T凡
さ
ゼ
る
た
め
の
政
治
的
烹
味
z
ぜ
も
つ
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
情
報
社
会
心
到
来
は
、

E
U
統
台
に
象

鍛
前
年
H
味
ふ
γ
主
汁
つ

汎
欧
州
下
ッ

I
ワ
ク
ー

の
実
現
り
お
小
九
叫
ん
っ
す
、
恰
報
公
滞
等
、
統
合
千
続
舎
の
民
王
化
の
下
J

段
ζ

し
て
の
意
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r日

味
JVμ
ね
っ
し
ほ
っ
て

E
U
に
お
い
て
は

情
報
社
会
に
対
ず
る
市
民
の
4
E
Lか川町，
V
ひ
お
一
、
J

参
加
す
促
し
て
い
く
」
と
は

統
合
へ
の
内
氏
幻
れ
晶
子
一
却
を
促
す
こ
ζ

に
も
つ
な
が
る
；
、
の
認
誠
に
基
づ
い
て
い
令
。

J、
円問

ま
た
同
じ
九
九
ハ
司
〕
月
に
は

コ
ミ
ー
六
ケ
「
欧
州
連
企
の
政
比
一
に
お
け
る
情
出
司
会
の
意
味
仁
凶
つ
の
後
光
事
政
（
ピ
ジ

ネ
ス
照
峨
心
改
持
、
将
来
ヘ
の
役
資
、
人
拘
の
尊
重
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ
の
対
応
J

も
不
3
札
、
日

さ
欧
州
委
員
会
は

一
九
九
六
年

ぺ
「
ゲ
ロ
ベ
ル
情
報
引
会
ぷ
先
端
欧
州
心
ア
ク
J

ョ
J

プ
ラ
ン

九
九
♂
一
バ
リ
z
ハ
〕
パ
改
訂
「
」
／
一
九
九
表
）
〆
ぺ

こ
の
フ
ア
／
は
一
つ
心
部
分
か
ら
成
〈
ご
い
る
F

一
つ
は
、
進
弘
状
況
に
よ
る
部
分
ハ
パ
！
？
九
‘
今
／
似
の
ア
ク
シ
リ
コ
ン
、
パ

l
t

B
－
保
守
及
び
総
統
巾
）
、
も
う
つ
ぽ
、
？
ぃ
遣
の

九
九
六
午
七
万
の
7

三
三
一
斗
心
舟
つ
の
優
先
平
現
r
L
U
け
爪
町
、
す
る
部
分
で
お
る
〈

述
の
何
つ
心
優
先
事
尽
に
閉
山
し
て
は
、
ん
f
後
ア
ク
シ
ョ
ノ
が
必
裂
だ
と

L
て
、
以
下

C
E
う
に
不
大
れ
て
い
る

二
〕
ピ
ン
ネ
ス
辺
境
C
r以
E

効
守
的
hu直
行
小
，
ト
7
i
hソ
心
根
依
2
単
一
山
均
一
尽
坦
の
適
別
に
よ
り
、
ピ
ン
ネ
ス
環
肢
を
北
害
す
る
。
例
、
ぇ
日
個
人
向
け
衛
星
一

通
信
仲
！
ピ
ス
Y
B
V

、

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に
新
技
術
三
札
一
へ
F

ピ
促
進
さ
什
る
U

ま
に
、
母
子
尚
取
コ
日
（
九
c
E
E
R
E

専
入
に
必
桜
子
牛
尾
井
J
署
名
、

デ

l
夕
刊
昨
日
悲
与
の
条
件
を
整
備
「
る
v

引
に
叫
川
よ
く
議
論
さ
れ
C
い
た
沢
子
前
夜
J
h
J

に
悶
L
て
は
山
下
の
」
士
、
ノ
に
か
へ
c
れ
て
い
る

毛
利
権

－ヤ
f
ム
ヴ
ン

I

〆

J

J

叫
了
凶
段
引
に
お
け
る
志

f
一
宇
ぶ
し
を
与
行
十
叫
ん
な
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
に
悶
「
る
コ
ミ
L

二
ケ
民
び

f可、J

九
九
J

い
1
欧
州
妥
口
ム
ム
採
択
4
人
告
J

山
口
容
は
、
大
ノ
ト
ワ
ク
を
九
パ
ー
J

て
の
田
太
的
ト
｝
ワ
ン
序
ク
シ
ョ
／
の
ナ
ー
の
じ

必
吹
な
枠
組
の
樹
立
を
汗
約
三
J

る
f
－了、〆ア一「イイノ」

・
γ
ク
シ
ョ
／

二
っ
さ
一
軍
了
務
取
引
の
た
め
の
欧
州
標
準
イ
一
一
ン
7
一y
f
ブ
に
却
す
｝
白
J

ミ
ュ
ニ

【
一
九
九
r

〕
年
第

・
同
ド
財
欧
州
委
員
会
採
択

f
d疋）
U

内
符
球
、
百
子
高
取
引
の
際
却
に
お
け
る
欧
州
の
や
置
づ
け
の
分
析
n

ー
同
子
商
取
引 lJ 

l取人法午l五日 r:40; 40 c＇山日日、

r、
しj



サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
校
仙
制
的
降
当
の
明
常
化
ロ
特
に
刷
、

コ
コ
ー
一
ウ
i
シ
ョ
ン
の
と
め
、
保
刊
の
普
及
に
閉
す

を
行
、
勺
。

｝
将
米
へ
の
投
資

将
来
ヘ
心
投
資
と

L
て
、
一
伯
尚
社
会
が
学
校
の
教
丘
町
て
つ
亦
ま
る
と
い
う
認
一
叫
が
員
安
で
忘
り
、
切
え
て
、
情
祁
社
会
に
お
け
る
生

昨日
f
習
も
重
民
視
「
る
必
市
民
が
あ
る
n

一
）
人
的
の
尊
弔

パ
川
「
出
ゃ
、
百
働
に
お
け
る
人
慌
の
単
一
市
が
必
説
て
あ
る
c

フ
ソ
ノ
ー
パ
ン

I
M干
の
北
川
本
抗
議
刊
い
や
一
汁
山
間
の
保
一
誌
も
重
安
な
球
求
で

i

－、

一i
J

ム一

め
る
一
宗
一
市
L

関
し
て
は
、
屯
rJ古
川
取
引
、

つ
ン
テ
ン
ソ
制
作
し
一
い
う
た
事
来
が
ぶ
た
と
一
一
川
刷
機
会
と
創
山
ず
る
で
あ
タ
？
っ
J

U
）
グ
ロ
ー
バ
ル
主
張
震
へ
む
対
必

結
ョ
引
会
に
お
い
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ル
ー
ル
の
設
才
、
か
本
交
的
に
重
裂
で
あ
る

ア
1
1
l

、
し
レ
i
』
レ
土
レ
ホ

：

ノ

ノ

ノ

｝

1
t
l
h

ク
ヱタ

ス

生日

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

的
財
産
伴
、
ブ
フ
イ
パ
、
ン
i
、一一
J
E
l
l

夕
日
刊
長
、
有
害
・
違
ム
江
主
コ
ン

7
J
ツ
の
扱
い
、
税
制
、
情
報
亡
キ
ム
り
T
f
、
相
斗
起
用
が
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ど
れ
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ード
J
y
b
」
L
J

；
千
三
プ

Svh辻
11J
ミ
h
i

一
日
法
ず
と
い
ろ
強
出
乞
工
｜
下
ス
H
U
U
M

必
民
不
川
欠
な
の
C
あ
る
コ
こ
う
し
こ
尖
読
す

る
活
情
刊
行
会
に
お
い
て
、
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い
ヂ

1
タ

分
析
、
処
雄
、
省
察
す
る
事
を
り
能
に
ず
る
知
識
や
＼
ぢ

ら
に
は
『
い
官
会
の
あ
、
り
ゆ
る
湖
面
心
主
を
弐
持
「
る
お
に
使
わ
れ
る
知
中
；
乞
獲
得
し
亡
、
わ
れ
わ
れ
は
知
設
知
恵
紅
会
七
日
出
戸
大
、

ム
ば
百
円
つ
れ
ぽ
な
ら
な
い
っ
民
M
M
1
H
U
L
A
h
は
決
し
て
は
的
で
じ
あ
り
え
必
い
勺

こ
、
り
グ
ル
1
4
の巴
υ
場
J
E
Iふ
え
る
出
縦
四
誌
は
、

i
人
別
す
れ
ば

つ一ば一

J

ミ
ユ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
技
机
は
、
従
米

一
つ
よ
あ
る
v

の
技
術
M
’

md質
的
な
貯
や
資
志
川
ム
豆
よ
和
祈
的
だ
っ
た
の
に
比
J

て
、
人
的
ゐ
資
源
や
マ
ヘ
キ
ル
へ
の
イ
／
ベ
ス
ト
と
相
い
情
的
で
あ
る
、

と
の
認
識
で
あ
る
従
っ
て
、
情
円
い
杭
会
と
い
う
の
は
人
特
有
成
牡
会
で
も
あ
る
と
い
h

つ
の
で
あ
る
v
h
M

に
如
付
い
新
、
以
い
一
戸
ク

ノ
ロ
ジ
ー
宮
市
裂
で
あ
る
〉
一
は
い
毛
、
て
れ
を
外
バ
パ
ふ
礼
数
乙
は
者
J

え
ず
、
，
げ
よ
れ
右
あ
く
ま
で
ー
も
吐
会
的
－
7

ズ
に
系
づ
く
も
の
こ
v台、九

る
こ
三
、
あ
る
、
佼
ら
に
よ
れ
ば
、
情
報
代
会
に
悶
了
る
一
誠
γ

湘
に
公
衆

j

h

ソ中小、

L
〈
j
l包

、
」
れ
ま
で
の
政
民
議
論
が
い
臼
怯
的

vtギ

に
中
心
会
泣
い
て
、
て

J
U
Y仁
的
変
化
」

γつ
札
的
人
往
生
化
に
泊
先
Y

ざ
る
を
【
侍
な
、

j

3

、

【

1
u
刀
J
hつ

参
加
す
る
こ
と
も
、
～
杉
山
内
口
を
守

ア山司令、」乙
j
h
y
r
J
」vJ
日
と
日
小
川
い
～
こ
い
つ

必
史
ほ
の
は
、

Aλ
約
決
定
誌
を
抗
し
て
、

，＿ー

の

一
明
が
あ
る
の
で
は
な
h
b
r
n

l取人法午l五日 （＇.4ら； 46 c＇山日日、

A
P

一P
し

J

i
イ



7

ナ
祉
会
の
成
員
と
の
関
係
に
お
い
て
、

成
員
の
山
県
／
／
山
や
イ
シ
フ
ト
を
も
視
苛
に
人
れ
ぽ
が
ら
、

什
会
的
に
受
け
入
れ
、
ア
れ
一
什
ム
六
に
判
別

さ
」
ヨ
ノ
ご
と
な
の
で
あ
る
〉

以
卜
の
よ
う
な
恭
礎
汗
論
に
草
川
づ
い
て
、
v

の
グ
ル
フ
は
、
以
下
の
介
の
亘
要
性
を
強
A
L、
そ
れ
つ
の
諸
白
、
が
八
十
削
的
に
波
間

C
き
る
－
寸
つ
に
政
浪
父
一
J
J
V

一
行
つ
に
い
る
。

色町一誠、
r
t以
前
引
の
修
作
の
た
め
の
教
育
こ
れ
わ
日
ペ
ー
沢
学
習
の
重
U
K
制
作
か
泊
太
一
9
7
Q
n

'D' 

情
報
社
会
の
へ
ん
ド
院
を
長
山
阿
部
門
に
妥
ね
る
の
は
た
二
マ
リ
マ
二
F

ノ

U
l
チ
で
あ
ξ
と
判
断
し
、
市
場
の
泌
切
な
即
刻
、
八
七
円

り
町
な
情
報
叫

l
ピ
人

ヘ
ル
ス
ケ
ア
並
j

の八
A
旧
lu

に
お
い
て

公
た
創
出
ハ
が
新
た
1

川
和
｝
和
町
な
役
制
す
mポた
L
U
J

こ
と
が
重
見
に
芯
る
ぐ

lに j

、一

IIL

、J
ι
L
λ

戸内一」官。、
ι
f
L
中
4
W

吋

／

λ
ν
Jイ
l
ノ
品

h
v
b内

1hぜ
一

1
l
t

コ
！

γ
化
さ
れ
た
知
識
の
み
が
市
初
予
れ
て
き
た
し
か
し
情
報
コ
l

j

t
ケ
l
シ
汗
ン
校

却J

コ
1
v
化
さ
れ
た
知
識
「
潜
在
的
な
知
識
の
聞
の
い
い
伺
瓦
J

れ
慨
を
可
変
的
な
も
の
に
［
、

冶
大
し
つ
つ
為
る
サ
ー
ビ
ス
汚
働
に

お
い
て
は
済
キ
的
な
知
識
の
重
一
容
牲
は
以
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
章
一
辺
牲
を
増
J
3
0

そ
こ
で
品
川
主
的
な
バ
ー
チ
ャ
ル
な
愉
品
胞
が
、

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

下
九
っ
て
、
と
の
よ
二
J

い
山
形
一
仇
さ
れ
る
の
か
、

パ

i
Lノ
ル
ル
ム
広
明
山
仕
の
だ
、
阪
を
解
明
j
る
こ
2
が
正
要
に
な
る
J

'"' 
料
一
古
河
口
牝
会
に
お
い
て
は
、
組
織
と
労
働
の
性
情
が
大
き
く
変
容
「
る
v

柔
軟
な
組
織
の
一
軍
長
引
が
羽
ト
ヘ
し
、

一ア

ν
7
l
ク
で
ず
の

新
v
）い山師向き上々
の比一」早川’
H
「
丈
す
る
v

re1 

。i円
つ
ミ
ヤ
ふ
一
一
シ
戸
、
ド
ず
つ
グ
l

」、

↑

1
千
三
J

I
－
－

い
払
り
川
ピ
止
に
凶
、
〆
て
叫
川
阿
が
Jr
号
店
て
品
心
／
な
生
洋
要
素
に
な
る
た
め
に
、
偽
く
時
間
げ
l
d
7

戸
T
ン
プ
ル

に
な
り
、
生
活
‘
消
費
の
時
司
の
尚
閣
の
重
要
件
が
増
大
す
る

It ' 

グ
ロ
ー
円
ル
化
が
急
速
に
進
ノ
「
し
て
じ
く
が
、
そ
れ
が
当
以
什
会
＼
の
脅
威
、
ニ
し
て
あ
る
こ
い
う
え
脈
で
は
な
く
て
、
刀
、
の
ベ

ネ
フ
イ
ヅ
｝
を
統
合
す
る
γ

刀
法
、
千
円
子
五
時
ぷ
「
る
」

γつ
ノ
文
一
は
で
川
堺
、
予
れ
る
べ
き
C
占めるハ

,g, 

そ
し
で
最
後
に
、
九
十
て
の
人
々
を
合
み
込
L
U
社
公
統
合
の
か
を
突
羽
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(f¥l人民半、 S0'J "7! 47 (2CO(I, S] 



r日

」
心
「
て
つ
な
ん
山
川
に
J

い
っ
た
政
策
、
η
実
施
さ
れ
て
、
新
い
い
仕
－
1
4
Y
）
新
〕
い
タ

f
フ
の
労
鳩
山
、
7
h
わ
れ
、
新
し
い
共
同
体
が
作
り
れ
、

新
L
い
～
げ
ん
化
が
日
常
同
き
、

土弓
Rurけ
1

ムパこ、しドミレロ

v

J

市北崎川
M
l
v
弓
l
d

円
九
4
D
η
J
一p

i
t
J
l
i
l
y
－

X

L

』
イ
、

1
一

三

：

f

？

ご
の
グ
ル
ー
プ
口
川
一
市
し
に
い
る
の
に
あ
る
」
」

J、
円問

長
〈
引
用
し
た
が
、

予
｝
の
専
門
安
グ
ル
7

一ノ
J

も
い
臼
術
ヘ
ム
上
、
一
ト
諸
に
竺
詰
を
鳴
ら
L
、

三
と
に
一
寸
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

陪
寄
り
列
，
什
を
凶
る
の
で
は
白
い
、
公
平
公
正
で
調
和
的
人
位
悩
ほ
牡
会
を
げ
さ
し
ご
お
レ
リ
、
こ
れ
ま
て
り

R
U
の
約
持

U
ム
仏
政
策
を
椀

議
L
て
い
る
U

、｝の
h
が
巳
い
の
情
報
斗
敗
政
誌
の
将
俄
で
あ
る
口

一

ι九
れ
吋
口
一
万
円
九
J

き
｝
の
忠
相
？
と
継
い
で
、

一ド弓
I
4
ト
ム
去
）
？
↑

小
i

！川副司ウ？メ土

た
前
労
働
市
場
約
次
川
人
々
か
銘

、
次
の
ス
－
f

ッ

が
山
さ
れ
て
い
司
る
〈

三
市
枝
一
一
険
日
攻
策
維
z
げ山内

J
巾
恨
甘
市
仇
間
以
政
策
税
引
明
朗
に
お
い
て

Utu

－
N
A
惟
！
止
し
た
常
山
市
川
口
会
＼
心
基
本
力
計
に
某
づ
き
、

？
ゲ
レ
ッ
、
ン
ァ
な
ま
戸
、
に
沼
報
化
を
必

化
、
し
域
内
経
凶
を
発
民
主
壮
ょ
う
と
次
々
に
常
U
K
な
陪
ム
μ
や
y
ク
ン
プ
〆
fJ
一
ア
ン
立
川
し
た
、
り
uhv
こ
の
叫
付
期
日
I
L
J

の
り
、
こ
、
り
吟
阿
川
九
時
以

内
諸
問
ペ
（
り

E
u
t刊
F
1

川
基
盤
政
策
げ
か
反
返
し
た
の
で
、
こ
の
時
期
中
」
「
結
沢
汁
斗
一
按
政
策
依
ゾ
」
期
」
し
仁

Y
L
J
L
r
P
2
Jど
創
出
す
る

各
肺
い
の
出
伊
八
υ
店
、
以
削
咋
九
の
進
展
、

A
J
い
校
や
家
庭
へ
心
υ

否
反
言
、
こ
の
込
品
問
は
う
ン
ク

l
不

γ
ト
に
ひ
き
つ
け
て
い
よ
ー
と

イ
i

ン
タ
l

永
ッ
ト
説
H

及
判
明
で
あ
る
c

第
4
次
7
1
γ

ム
ワ
ー
ク
ワ
口
ゲ
J

プ
ム

仏
河
川
次
↓
ノ
レ
ー
ム
ヮ
、
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
九
九
四
九
八
年
一
を
絞
ふ
い
し
行
第
ー
パ
次
フ
レ
ム
リ
ー
ク
フ
口
グ
ラ
山
げ
が

計
九
九

庁
け
か
ら
ス
タ

T
し
た

〔
一
九
九
九

C
C

（ 

u 

（
欧
州
沖
事
会
案
）
い
引
計
｝
ち
れ

U

…
尚
功
金
総
額
は

～
～
（
最
終
予
符
一
一
九
φ

凶
億
～
J

U

）
。
そ
の
内
訳
は
、
犬
同
研
究
セ
／
タ
i

（1
R
C
H
C
E同
河
川
泣
き
一
r
？υ
三
号
）
キ
一
粁
山
間
十

l取人法午l五日 （＇.48；抗 c＇山日日、



る
間
援
怖
助
長
が
約
（
l

億
五
じ
い
、

m
F
接
補
助
金
か
ん
約
七
億
訂
い
じ

U
と
な
っ
て
い
る
」
ま
た
J
H
仁
吋
枝
川
補
助
フ
ロ
ン
マ
一
ク
ト
の

分
野
別
凶
分
枠
は
、
「
1
5
」
関
係
が
合
一
体
の
一
一
凶
%
、
碕
ラ
・
4

成

長

関

係

rv
四
%
、
生
活
の
川
上
関
係
が

。ノ
／ο 

続」

ζ

r

一
ネ
凡
ギ
v

が
り
〆
け
れ
%
で
あ
る
。
第
I
4
次
ブ
レ
？
ム
ワ
ク
ブ
ロ
グ
プ
ム

以

v
j
p
i
、jj

の
林
系
は
去
一
一
心

r
h

り
で
あ
Q
u

こ
の
山
中
っ
＼
伯
柑
忍
」
市
対
沖
の
ゾ
口
グ
ラ
ム
は
」
ザ
フ
レ
／
ト
ワ
な
い
情
報
判
八
百
一
、

5
2｛
E
2
7
1凶
E
V
E
n
E
E

で
お
り
、
子
れ
科
試
り
ψ
i
て
は
F

取
高
心
一
一
六
倍
ユ
ー
ロ
が
充
て
ら
札
～
。

？官、
J

、

4hυ

吋
4

「
ド
い
ろ

P
E
－
－
、

A
C
1
5
、
i
E
L
I
M
A
－
－

L
S等
の

1
1
均
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

i
当

i
一
山
江
戸
V

】コご
h
h
ご
C
2
印

C
2汗

Z

に
統
ん
口
さ
れ
た

' 一戸、

第
五
次
フ
レ
ー
ム
ァ
l
hソ
む
ι

各

r
日
グ
ラ
ム

一平日刊

L
I
じ

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

に，，く ノ、 ？、 ｝τえ主主 ；手·~亡－ 
fギ
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日党向「
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手
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JIノ 寸' 
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に
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グ
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r日

F
P
5
も
従
来
に
同
紙
、
「
一
分
間
以

l
、
波
数
の
研
究
＋
引
に
よ
る
参
以
が
補
助
合
ふ
唱
の
条
件
で
あ
る
が
、

E
U
 

と
の
陀
ハ
可
研
究
も
可
詣
で
あ
っ
た
υ

知
的
所
む
採
は
、
拘
肋
ふ
し
を
M
ハ
ー
〕
た
E
U
は
悶
片
v
Z
J
aノ
、
研
ル
ー
一
、
？
什
仲
間
仁

dm寓」
1

J

る
J

山
以
外
同
人
ト

J、
円問

幸
い
は
品
開
助
金
を
支
え
な
い
が
、
羽
泡
進
出
凶
作
去
は
域
内
余
幸
子
二
同
等
に
川
市
助
ヘ
ノ
ム
ケ
い
受
汁
つ
れ
る
～
ま
た
れ
山
崎
市
市
の
事
業
化
を
重
測
し
、
学

限
的
僻
父
、

間対発、

十
元
－
北
夫
駁
J
h動
が
山
川
特
？
れ
ー
γ
n

当
日
、
域
外
諸
凶
作
業
一
け
参
加
に
坊
主
7

ぷヘ
E
U
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
J

ス
f
ス
付
J

ル
ヵ
戸
と
財
政
上
の
川
崎
｛
止
を
結
ん
で
い

ヲ

G
c

日
本
及
川
と
は
川
知
J

七
対
産
叫
怖
の
扱
い
叩
唯
一
J

怖
政
金
の
旧
胤
引
が
民
な
る

μ

寸
の
た
め
羽
川
1
い
相
し
て
い
な
レ
〈
正
た
カ
ナ
ダ
、

オ
l
ス
ー

ラ
リ
ア
、
米
忠
寸
！
ハ
ヵ
「
晶
、
乙
は
科
学
校
市
協
力
の
／
（
込
門
山
川
m
m
y
山
九
十
戸
一
結
；
ど
ー
じ
る
。
域
外
沼
企
業
で
あ
J
f
L
J
o
m
協
定
締
結
巴
で
あ
れ
ば
参

加
が
位
同
庄
で
あ
る
た
め
、

米
臼
企
業
mv
参
加
が
ま
常
に
部
ん
で
あ
っ

I
V
参
加
し
た
本
凶
企
業
は
、

補
助
金
術
よ
り
吹
州
山
い
の
パ

l
L

ア

l
作
り
に

ま
た
吹
い
川
標
準
心
震
要
件
に
…
臨
み
岐
川
企
業
と
の
共
同
研
究
か
ら
情
報
が
何
ら
れ
る
こ
と
を
司
い
し
た
F

各
活
動
分
一
守
心
ryμ
与
は
川
、
支
凶
心
L
Y
お
り
で
あ
る

ゴ仁＇

コ
？
ザ
フ
レ
ン
ド
口
、
1H4甘い位、百一
l
N
i）

一－l！L11

乱

1、 '" 

引』質~.人zt 必毛；司 7 

全rと'l; 会 市出
要守主

Jレ ア
乙＇） υ＼ ク

社7
メ

耳~ヰii,ー'; 
/ 

Cつ ) ，•ノ . 
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奈
川
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合
づ
部
品
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p
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2技
術

副
党
北
九
一
様
心
又
川
内

町一花
y

サ
ト
い

匂
ノ

市じ

~~ 

" 

各
重
」
i
J
領
域
の
7

一
符
は
以
下
の
ζ

お
り
で
あ
る
ロ

1

1
）
市
民
の
ア
め
の
ご
J

ワ
パ
ア
』
と
止
ケ
ピ
ス

rょ
)L 

河
口
同
也
、
で
利
用
戸
凶
作
易
日
J

J

ス
γ

ム
と
汁
ノ
ピ
ス
ー
ゼ
却
先
ず
る
も
｝
／
ア
を
イ
リ
的
ζ

し
て
い
る
。
馬
齢
者
φ

心
｝
一
身
障
害
者
五
臼
J

一
問
、
阪
健
機

対
に
お
け
る
逮
阪
汁

i
ど
ス
、
時
出
問
題
、
交
通
問
題
守
z
ぜ
重
視
し
て
い
4
0
n

正

日

来

務

と

電

J
j前
取
引
の
f

紡
L
L
ゲ
法

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

事
業
粁
営
や
取
引
効
半
を
改
主
け
ず
7

匂
心
人
め
心
配
光
開
山
小
川
を
一
付
加
古

一
位
〈
＼
ノ
ヘ
ノ
刀

ノ、
佑

沼
市
ふ
と
ネ
ァ
ト
ワ

l
勺
心
安
全
性

ラ
イ
パ
ン

1

知
的
制
定
格

を
卓
慨
し
て
い
る

ぷ
一
パ
イ
ル
栄
治
、
ン
ス
一
フ
ム
、
売
り
干
し
し
買
い
手
の
以
引
一
ツ
ス
一
ア
ム
、

" 
ii> 

マ
ル
う
え
ヂ
ノ
ペ
ア
ー
ン
ュ
ノ
ン
ソ
と

y
l
ル

メ

A
Eマ
ル
ラ
メ
ア

f
ア
製
品
す
i
Y
ス
同
利
用
さ
れ
る

f
ン一
y
り
ン
工
ン
ト
シ
ス
テ
ム
や
J

／
テ
／

y
C
闘
八
ん
を
月
的
2
す
る
。

対
話
刑
市
子
山
川
版
一
定
了
図
再
館
、
仮
想
は
川
羽
J

館
生
十
一
之
、
数
日
寸
前
線
ソ
フ
ト
月
下
J

な
一
重
視
し
て
い
る
。

a 

同
一
必
須
の
技
術
と
試
作
品
取

情
門
川
い
引
会
の
基
い
ほ
に
必
市
久
h
a
f
T平
安
岐
術
の
悶
発
U
T
E
的
と
す
る
c
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ピ
デ
i

タ
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辿
C
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技
術
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店
、
谷
河
セ
ン
サ
ラ
ィ
、
二
ν
ソ
マ
一
マ
ー
ス

マ
イ
ク
ロ
ニ
レ
ク
ト
口
二
ク
ス
等
を
一
単
一
倒
、
二
に
い
る

ソ
ァ
ト
ウ
γ

ア

制
作
助
体
通

ノJ

(f¥l人民半、＂＂ 'j 三！ol (2CO(I, S 



r日

l 
s 

' l主

f
ン
夕
、
永
ッ
ト
の
安
全
性
白
電
了
岩
名
、

祁
け
け
迎
用
問
の
確
似
付
J

広
範
な
ア
ブ
リ
’
ケ
v

ご
ノ
ヨ
シ
セ
含
め
て

共
司
叫
叫
古
河
パ
J
f
口
氏
励
1
1
J
J
長
問
的
川
け
肝
悼
と
し
し
、
谷
企
業
の
ぬ
争
力
F
3／
フ
、
個
人
牛

r山
の
向

ご
f
L
L

町
ア
ヒ
ジ
一
工

一

i
；
1j11

J、
円問

ー
、
い
る
υ

主
た

コ
v

ザ

に

這
1
J
…を

hy／
口
、
前
械
の
利
瓜
促
進
や
設
六
月
に
有
山
出
し
た
」
L

で
、
情
報
州
会
の
泣
肢
に
伴
ζ

新
た
な
明
党
〆

明
党
二

i
ズ
を
緩
dw～
す
る
こ
と
な
司
約
と

L
f
た
め
、

紋
的
プ
ロ
ジ
コ
ク

T
欠
場
に
い
柄
づ
く
効
氏
、
と
六
れ
、
愛
用
分
氾
i

の
刀
式
に
よ

り
、
研
究
i
な
桁
開
発
J

ノ
口
ン
L

ク
ト
エ
実
証
ブ
口
ン
J

ク
ト
に
分
け
ら
れ
止
。

例
え
ば
1
R
C
で
は
研
究
開
花
計
画
の
珂
本
の
打
む

一i
川
駅
で
き
る
情
版
社
会

の
行
策
p
い
お
す
毛
布
光
開
発
か
れ

っ
と
し
て

わ
九
九
三
日
平
作
J

こ
p
a

i

l

J
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！
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r
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4
1
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じで

l
フ
レ
ン
ド
リ
！
な
書
印
判
た

を
め
己
し
、
デ
ジ
タ
ル
者
名
、
防
号
、
違
法
有
宇
門
持
品
付

策
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
に
お
い
円
る
相
川
運
用
内
の
片
h
f
t
化
に
よ
っ
て
、
利
用
者
聞
の
計
額
関
係
心
椛
！
げ
を
図
ろ
う
と
し
「
勺

に
「
電

f
商
取
引
が
重
視
ち
れ
、
補
助
対
象
と

L
こ
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記
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が
古
川
ノ
＼
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だ
V

ブ
口
、
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ク
ド
が
実
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山
手
れ
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こ
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未
か
、
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の
い
ポ

i
ム
7
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行
わ
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心
H
D
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刷
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凶
守
、
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介
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出
日
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府
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け
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／
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っ
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／
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仁
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・
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司
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け
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叶
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司
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、
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叫
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な
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、
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作
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ベ
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九
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司
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U
U
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J
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一
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思
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の
中
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ら
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U
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ス
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グ
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ツ
テ
ィ
を
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U
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活
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亡
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案
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ゼ
る
、
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な
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た
の
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忠
る
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日
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玖
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八
＼
し
余
性
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ぷ
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加
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、
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、
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、
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［
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台
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N
E
C
の
h
I

祉
が
出
席
し
た
F

ま
す
に
王
な
も
一
岬
ト
リ
と
し
て
、
松

J
C
B
、

刷
、
悶
税
、
知
的
叶
有
権
、
暗
号
、
認
一
出
、
例
入
品
川
裂
の
が
謀
、
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題
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「
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、
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／
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仏
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流
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け
、
日
界
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な
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で
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間
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の
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ン
F

日
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ィ
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を
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孟
、
二
l

＼
極
わ
ん
統
一
的
な
活
動
J
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開
す
る
も
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で
あ
る
〉
怖
、
λ

ば
、
校
術
的
な
達
広
が
L
平
し
い
こ
と
、
及
び
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一
煮
や
個
人
の
辺
助
が
ゲ
ヤ
！
？
ル
で
あ
る
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と
か
、
り
、
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機
聞
い
、
。

る
従
来
制
の
規
制
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迎
合
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に
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い
了
三
氏
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の
考
え
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を
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し
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ム
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的
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し
て
い
る
の
は
そ
れ
を
不

一
段
低
限
の
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叫
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F
U
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棒
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込
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サ
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Z
j
ル
J
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ヤ
ヲ
タ
ー
の
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一完

成
と
そ
の
河
際
的
な
台
六
日
を
提
案
し
、
沖
凶
作
い
で
は
な
、
緩
や
か
日
ガ

f
ド↓
7
J
I

ン
リ
山
政
策
じ
り
を
行
お
う
乙

L
に
の
で
占
め
る
n
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て
い
る
、

I
U
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パ
ン
V
マ
／
ふ
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田
（
を
中
心
に
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J
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を
解
決
ャ
ー
る
こ
と
を
同
的
し
）
ず
る
「
R
r十
両
収
引
に
関
す
る
同
戸
川
正
ン
ネ
ス
札
討
議
」
ば
一
E
D
C
一
C
o
g］まま
2
2

同

］

《

O
F
｝
「
コ
円
三
の

の
お
凶
総
会
が
間
か
れ
、
以
後
パ
〆
ゲ
マ
ン
の
考
え
た
作
偉
い
で
は
な
い
緩
や
か
仕
ガ
イ
ド
ラ
イ
〆
的

J、
円問

政
牛
肉
作
人
り
が
p

ゃ
い
わ
れ
て
い
る
υ

こ
の

コ

一
、
ク
仕
の
は
W
T
O
、
w
i
p
り
の
い
弘
主
政
府

v

与
の
組
滋
で
は
』
子
〈
＼
民
閣
の

C
E
O
小
集
ま
コ
ブ
ー
、
主
め
ず
J

る
引
で
あ
る
U

ま
た
治
域
、
業
粧
の
パ
一
フ
／
ス
ム
ア

, 

り

日間八月九グ日
i
パ
ル
仕
反
対
を
i
F

ゆ
h
，二
J

J

Y

）？〕

じ
E
b
e
（

υ
y
w均
一
坪
人
立
は
次
の
1uh
つ
に
な
円
三
い
る
F

・
屯
乙
j
U
取
引
は
社
会
に
繁
栄
を
も
人
ら
し
、
一
百
一
旧
宮
作
み
出
す
と
と
も
に
つ
一
日
を
山
J

－
さ
吟
じ
る
。

e

イ
ン
タ
ー
ヰ
y

よ
い
は
臼
い
い
引
が
な
い
の
で

電
了
間
取
引
の
政
策
的
f
F
J
l

い
一
は
日
界
レ
ベ
ル
で
ん
干
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

・
加
法
皮
的
に
訟
ト
ヘ
ユ
ル
」
続
け
る
逗
子
凶
取
引
い
お
い
て
は
、

市
場
4
下

yqc求
軟
で
幼
渋
川
町
内
百
枠
制
を
侍
立
す
る
た
め
に
、

作
間
政
府

や
桜
川
内

ール

i
ゾ
、

f
M
d（
吾
川
体

ム
心
伐
の
悶
連
機
関
、
と
附
一
ほ
し
つ
つ
一
、
売
業
界
が
り
i
グ
l
シ
，
ブ
を
収
る
こ
じ
〆
が

重
投
で
あ
る

・
屯
p
j
凶
取
引
の
諮
問
題
を
解
決
「
る
燥
に
は
、
山
場
i

土
、
吋
で
、

で
き
る
限
り
罪
業
界
の
白
i
規
制

H
H
っ
く
も
り
と
す
る
J

心
E
D
e
は一
2

マー
γ
に
じ
じ
て
対
象
と
十
三
ゐ
問
問
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
（
｝

2
1戸

Z
C
3
5乙
が
作
成
L
Lぺ
北
百
七
デ
故
吐
丈
抗
一
口
主
l
U
7
一出

ー
〕
て
い
る
わ

、L
C

ノ
リ
か
ら
官
乙
の
汁
誌
に
も
努
h
M
L
、

一川一

ド
f
y
、
石
本
、
ス
ベ
イ
、
ペ
ス
ウ
r

一
歩
フ
ペ

G
Rれ
U

C
活
動
こ
仙
の
新
山
州
、
ニ

吋
フ
シ
マ
ヶ
、

心
。
ニ
ー
の
第
凶
回
総
会
で
は
、

カ
ナ
夕
、

）
、
ン
ワ
ト

同
州
妥
ド
バ
ム
六
、

イ
ギ
リ
ス
、

γ
ノ
メ
リ
カ
の
N

代
表
子
、

の
対
話
ζ

協
叫
酬
の
政
府
支
援
に
署
名
し
た
一
プ
リ
ー
ツ
セ
ル
官
一
寸
へ
出
25hν
ゲ
ロ
om
一2
5
0ロ
こ
を
党
表
し
、
レ
一
州
事
の
7

ト
い
せ
止
法
化
ピ

も
別
加
盟
一
を
及
ほ
し
て
い
る
ま
た

。
。
二
可
以
降
、
政
府
企
業
先
般
公
的
絞
潟
へ
の
出
家
治
駄
を
品
川
、
化
し
、

一ハ
J
O
－
－
討
に
は
世

，~ 
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、

い
っ
た
ん
い
当
者
附
で
相
互
の
む
切
の
一

F
に
通
H
P
M’
成
立
、
こ
～
内
慨
は
、

H
八
昂
キ
v

方
式
の
暗
号
以
術
を
日
い

L

ぺ
通
れ
れ
が
行
わ
れ
る
一
一

f
ち
当
然
FU

－
相
心
さ
れ
る
、
J

、
そ
れ
を
お
ん
は
排
除
す
る
ち
の
で
日
な
し
乙
与
の
場
企
も
、
一
泊
供
い
引
い
さ
れ
る
由
主

む
ず
ー
タ
は
、
電

f
署
名
と
し
て
て
の
作
的
な
効
力
は
認
め
、
J
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
企
業
山
口
、
河
印
刷
総
門
の
イ
、
／
ト
ラ
芹
ノ
ト
等

と
の
通
信
右
凡
に
コ
い

人
）
頁
際
的
な
叡
口

じ

u＼
μ
牛
小
、

－17
ノ

f

y

u
h
U
域
内
の
共
通
の
叩
皮
伴
桁
」
／
一
f

小

γζ
向
山
同
に
、
山
以
外
に
の
浅
人
告
に
つ
い
て
も
一
一
B

及
L
て
川
る
n

て
れ
に
よ
れ
ば
、
第

士
た

(f¥l人民半、＂＂ (lらSJ抗日COO,S] 



r日

一
回
と
の
問
係
で
は
、
説
明
計
及
び
認
一
刊
ゆ
リ
？
t

ピ
ス
の
一
回
附
ま
た
は
与
凶
闘
で
の
椙
互
認
討
に
よ
り
、
相
手
国
の
認
訓
サ
ー
ビ
ス
フ

円
パ
イ
ダ
ー
が
品
川
九
p
打

L
Lに
一
汁
川
討
を
相
け
に
一
三
け
↓
人
れ
、
決
的
に
そ
の
効
力
を
認
め
ゐ
こ
と
と
L
て
い
る
の
で
あ
る

J、
円問

f
A
3
、リ一［｛
J
Kえトヴ？一「ノ、
r
L
中J仇

／、主

F
1
7
1イヨ
r
f
i
v
－

－
v

パノ
C
O午
月
、
先
述
の
欧
州
委
員
会
一
杓
報
科
学
技
h

粁
（
ド
V
5
1
3
T
）
プノ

υ
力ノワ山一「
l

お
い
亡
、
基
本
甘
いl
号
γ

ル
コ
リ
ズ
』

～九時
i

て日

dcwm円引戸市｝戸】
F
d
T
ロロコご〈戸レヌ）

を
公
募
L
、
強
度
詳
仰
な
行
う
ブ
ロ
t

J

J

ク
ー
で
ー
の
7
Q
N
E

、NU
、、υτPArL

Z
F
F〈

2
3℃
押
さ
山
子

2
5
「FM「
山
止
を
一
三
戸
己
主
叫
己
主
党
円
三
e
E
F
L
P
3
E
C
H了
署
名
、
イ
〆
－
rF
グ
リ
一
フ
ィ
、
陥
日
り
化
に
坦

ず
る
新
欧
州
寸
♀
人
～

一
ゲ
↓
人
タ
！
？
さ
ド
て
L
る。

＋→ 

内

h
n
oロ
2
5可
拘
禁

ひ
ら
ひ
片
月
じ
弓
、
故
州
委
門
川
人
訂
正
仏
円
一
へ
企
業
総
司
給
付
仕
会
総
い
同
兼
戸
）

〉

1
1
0
K
／

C

1

コ
F

；

へF
r
E
M
L
F
E
E）
は
、
ノ

ル
ワ
？
ー
の
ピ
、
ン
ネ
ス
木
業
迎
合
一
り
仏
次
公
合
で
の
ス
ピ
i
ふ
に
お
い
て
、
民
己
C
育
イ
ニ
J

P

J

ア

f
ブ
J
A

び
電
了
商
取
り
の
効
率

的
ヒ
雫
ん
υ
抽
心
主
山
十
ヘ
ド
Jpc
明
、
ぇ
、
次
い
で
二
つ
つ
つ
』
一
円

伝
部
門
の
目
白
化
L

で
の
諸
問
C
1イ
ン
夕
、

λ

ッ
ト
は
す
べ
て
の
部
門
、

f
J
L
の
企
業
に
け
タ
ー
／
梧
性
を
門
向
山
山
、
新
京
立
引
を
創

一
ヨ
に
ア
テ
ネ
ご
悶
紙
さ
れ
た
コ
ン
ノ
ア
レ
ン
ス
「
ギ
リ
ン
ャ
の
ゼ
気
通

川
〕
千
九

グ
ロ
v

パ
ル
市
場
主
閉
さ
、
経
済
を
発
展
さ
デ
ァ
Q
H

～ろミノ
J

イ
、
二
？
ス
ゾ
ト
ば
成
云
・
読
す
わ
刈
・
一
一
い
山
川
の
室
長
女
図
ご
あ

る」」

一ゃい：：、

と

M
J
1
L

げ
ノ
ヲ
中
心
不
ン
内
川
、

ま
で
二

C
C
C年
二

月

一

、

ド
ジ
久
ス
七
、

7
、
三
心
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、
午
、
ニ
ベ
c
z
m
f
二、ン

γ
一一ィ

ブ
を
パ

i
ス
に
し
に
欧
州
に
お
け
る
電
p

ナ
泌
取
引
に
却
す
る
総
怒
と
そ
の
実
現
に
引
い
け
に
欧
州
委
只
会
け
取
新
み
で
占
め
る
お
い

2
5口
当

の
昂
進
を
報
奔
し
～
。
内
が
は
以
一
ヘ
の
歪
り
で
あ
る
。

l取人法午l河口出； G!i ［＇υ印日、



・
一
九
六
七
守
か
、
り
攻
組
心
て
い
る

「
丙
子
凶
攻
引
に
閑
ず
る
欧
州
イ
一
、
J
V
ノ
テ
ィ
ソ
」
は
、

欧
州
の
王
要
安
易
相

7
回
と
共
い
中
町

一

チ
務
取
引
幻
仰
い
円
紅
ど
主
予
約
役
A
m
J
f

来
た
」
1
J
O

ー山口
2
5
0
5ぐ
の
ザ
進
に
は
、
法
的
利
組
及
び
汀
、
土
胤
制
を
奨
励
し
、
よ
り
高
速
な
不
ッ
ト
ワ
ー
々
）
ぷ
り
高
反
主
技
怜
を
変
く
提

供
L
、
情
報
社
会
へ
心
適
川
技
力
J

／一
Aru
め
た
経
済
及

U
U会
日
交
尽
か
ね
す
一
貫
じ
た
ア
ゴ
ロ
チ
が
必
変
。

川

一

川

（

川

一

三
円
十
宮
名
舟
令
、
電
子
印
取
引
指
令
、
ア
タ
保
詫
品
川
令
に
は
特
に
知
期
間
？
っ
ち
ピ
取
組
む
。

e
p以
川
川
九
域
に
お
円
る
中
九
十
指
恥
引
の
へ
ん
阪
に
は
、
炉
問
一
一
さ
豆
町
ー
州
、

電
子
前
以
引
の
円
υ7化、

壬
バ
ウ
ル

t
J丁
荷
取
引
の
ほ
進
が

重
史

ノ、

ノ
ス
ミ
／
れ
ピ
メ
」

ノ
ォ
、
以
町
駅

ひっ
0
4
一
一
片
二
一
一
凶
弓
ボ
ル
ト
汀
凡
が
誌
だ
（
凹
と
な
り
問
7mr
れ
た
り
ス
ボ
ン
て
の
特
別
致
州
叩
事
会

i

p

、

r

リ
ヌ
寸
～
ン
サ
1
3

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

に
円
。
ぃ
、
、
以
降
一

F
U
内
問
、
印
私
て
つ

。
イ
ま
で
に
ヨ
i
汀
ヴ
パ
の
氾
U
べ
さ
れ
γ
済
・
十
会
政
y

れ
に
つ
い
と
の
’
弘
好
的
な
ん

向
付
い
や
か
不
宍
、
れ
た
一
」
れ
は
ヨ
l
ロ
ソ
パ
明
日
止
吋
紋
可
陪
必
成
マ
一
経
済
ど
め
ざ
し
に
政
時
て
、
「
り
ス
ポ
ン
戦
川
町
と
呼
ば
れ
て
い
る

汁
ス
ロ
／
戦
川
町
の

K
U椋
は
、

よ
れ
2

与
〈
よ
り
H
仏い一一

u
t
J
1
｝

O
L

り
強
し

f
会
的
連
帯

Jr確
保

Jつ
つ
、
持
続
吋
能
な
山
川
市
川
治
区
JE

か
っ
力
強
い
知
識
某
銭
形
の
が
済
と
討
会
を
構
築
す
る
い
一
と

述
小
山
〆
ス
る
、
也
界
で
殻
J
E
A
4
F一
与
力
げ
と
め
り
、

ト

vん
丸
三
ぇ
h
i
h
J

、ー↓ア
d

h

：
ー
主
Y
J
7

続
川
設
判
、
結
束
）
で
あ
〉
ん

τ
年
制
一
%
程
花
の
よ
安
定
戎
長
を
円
標
に
、
付
報
通
信
長
性
（
］
仁
i
J
の
ぱ
詑
性
を
門
以
大
阪
に
r山市

、J
、
グ
ロ
ー
パ
ソ
ゼ
v

〆
ゴ

J

の
叫
ー
で
世
卯
的
に
付
日
紛
争
h
M
の
あ
る
怪
品
川
林
を
め
さ
ず
の
み
以
ぷ
九
社
会
的
な
疎
れ
パ
や
諮
問
を

中
ま
な
い
に
め
刀
一
社
会
政
策
や
雇
用
政
策
に
も
1
分
な
似
定
歩
三
七
い
、
当
時
六
%
で
あ
っ
ト
就
業
平
ネ

亡）

＼、ムドーには？
r
u
n
－
%

ι
J
4｜
六
凶
殺
の
局
齢
者
は
μ
C
%
）
に
L
U
J

る
こ
一
を
斗
標
、
r

（
久
性
は
ハ
C
%
、

引
に
情
報
社
会
の
一
原
則
ド
ァ

fJャ
ル
を
川

(f¥l人民半、＂＂ 'jら7J<ii (2CO(I, S ] 



r日

い川
1Fる
こ
と
が
強
制
刊
さ
れ
九

J、
円問

イ

レ

ー壬一

迫九
長；）［，、＿， .ー＼

l、J
キ年
；長 l¥
Z万 Jと
ユ己 メ

h カ

こ＇＂＇が
lこ 1

メ＇，ii 
る命
危 J二

機 4
;cJ乙り
ふフj’
"'・ i!ih 尚司
会主 1牛

hり
"' '.c: 7向
るよ
vアも じ

あてミ,, 
「わ

iウぬ
；員長 る
スi

政コ
iri ノ

ー
ノ
ス
ピ
ン
サ
ミ
ッ
ト
は

日
棋
の

i
ノ
ブ
に
挙
げ
ら
れ

ヨ

口

y
パ
の
成
長
、
競
争
力
、

原
則
の
－

wkH枇
を
情
報
社
会
に
小
中
小
め
、
こ
れ
を
い
た
誠
系
特
社
会

一M
m
J

T

し
た
。
ま
た
は
川
和
社
会
の
一
一
用
政
策
を
－
汁
（
阿
古
ら
限
り
上
げ
た
。

（

T
D
C名
目
白
L
伺
勺
｝
甲
山

2
2
－

述
の
犬
山
門
戸
；
し

め
の
品
憾
と

L
C
V
Eづ
け
ら
れ
た
1
仁
ー
と
の
諸
係
を
み
る
と
、

I
C
T
は
、
粁
J
W何
人
十
体

の
活
注
忙
を
刈
る
P

ノ
〆
フ
品
ノ
と
し
て

J
Uド
氏
、
こ
以
下
心
一
と
ー
持
続
司
能
川
町

に
H
献
す
る
と
何
時
に

社
会
全
体
に
対
さ
を
甘
い
VMを

ヲ
え
る
J
U
心
レ
〈
し
亡
結
束
一
吉
放
化
す
る
土
め
の
子
段
と
す
ば
る
時
間
的
宅
問
的
と
制
約
一
を
超
え
れ
J

コ
ミ
ユ
一
一
7
7
1
シ
？
ノ
や
fh

恨
交
換
を
可
能
に
ナ
る
電
気
通
信
ネ
ジ
ト
ワ
ー
ク
や
I
C
T
は、

E
U
L
r
d
uわ
る
、
国
家
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
市
民
レ
ベ

ル
で
の
結
束
の
た
め
に
不
可
欠
な
却
設
で
あ
り
、
一
、
り

け
が
泉

J
J
O
K
主、

c
i
h
r
F
E
七

政
治
a

紅
会
文
化
的
H

m
多
様
な
加
問
凹
を
心
し
、

〈
f
絞
も
ダ
イ
て
へ

γ
ク
に
そ
の
形
を
変
メ
一
て
い
く
だ
ろ
う
E
じ
に
1

／
二
ヘ
「
深
化

J
V一
鮮
半
泣
す
る
た
め
に
不
川
欠
な
民
主
で
あ
る
。

ミf－知
識
よ
一
設
型
心
経
済
と
み
ん
山
長
へ
の
移
行
出
筒
．
よ
り
よ
い
情
報

r会
と
制
光
問
党
に
関
す
る
政
資
、

「
ノ
ベ
ン
t

ン

を
促
進
ず
る
構
造
改
品
、
泣
か
域
内
市
場
統
合
を
通
じ
、
知
ぷ
広
中
ル
夜
型

へ
の
移
行
士
叶
出
向
す
る
「

・
健
全
な
紅
託
状
況
と
良
一
好
仕
川
町
泣
r
A
ド
択
の
維
持
・
イ
〆
プ
レ
率
を
押
さ
え
令
守
、
適
え
江
γ
夕
日
経
泊
政
長
の
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
、

健
全
か
つ
叫
江
川
刊
誌
な
川
町
済
の
博
山
内
六
ふ
れ

・
欧
州
型
什
会
結
仕
壬
ア
ル
の
現
代
化
引
会
的
昨
日
除
（
さ
っ
E
］

勺

2
2
2
0ロ）

や
貸
付
ー
の
鮮
明
、
U

昔
話
い
芸
別
の
併
山
市
等
n

l取人法午l五日 f：出；（羽 c＇υ印日、



リ
？
へ
不
ン
部
川
峨
川
三

凶
川
け
ん
討
の
実
現
一
与
し
が
仙
の
つ
の
戦
輸
認
出
国
什
一
点
の
従
と
さ
れ
、
そ
の
統
訪
革
対
刊
経

済
・
社
会
心
実
川
引
に
も
一
っ
と
も
宮
山
接
的
仁
貢
献
」
1
J

る
の
が
情
隈
往
公
化
で
あ
る
こ
き
れ
て
、
情
報
討
会
へ
の
移
行
が
次
の
一
心
年
の
戦

的
調
日
起
こ
手
、
れ
て
い
る
点
が
重
伎
で
あ
る
。

そ
し
ど
、
、
」
の
い
付
祁
社
会
化
災
時

η
中
核
と
な
っ
P

与
が
、

A
E
f
v
能
回
で
あ
っ
た
U

に
二

C
C
C年
三
月
八
日
、
欧
州
委
江
八
百
は
、
ロ
何
ミ
c胃
防
相
む
の
小
川
川
川
内
生
「
寺

ヘマ
RMmzz河
内
百
三
）
を
一
部
駅
）
て
お
h
、

こ
れ
を
リ
ス
ポ
、
〆
汁
ミ
》
ノ
ヘ
ー
に
徒
出
し
て
い
；
（
号
、
ミ
ッ
？
で
は
リ
ス
ポ
／
げ
司
附
ー
し
何
時
に
、
目
標
期
け
も
ん

pu多
ノ
＼
の
主
判
明
に
パ
い

ぉ～

て
止
眼
前
さ
、
れ
た
ー
ム
し
、
%
に
主
べ

r
c同
一
一
さ
七
三
m
u
r
k
J
、
採
択
さ
れ
た
〈

;, 

Jて7

リ
ス
ボ
ン
斤
ミ
ッ
、
で
は
、
炊
刊
と
し
て
の
統

的
な
炉
究
活
動
L
P
H
探
と
し
た
吹
川
川
軒
先
間
交
亙
一
r
L
H
A

戸山Eoi

宮
山
口
出

2
2月
『
〉
市
三

イ
一
ン

γ
一
ア
ノ
ブ
が
提
唱
さ
れ
、
れ
わ
し
H
A
心
構
染
は
以
付
一
の
技
術
原
発
政
策
心

ι盤
1

ぐ
な
っ
た
）

R
U
は、

加
問
凹
の
研
究
辺
助
が
こ
れ
ま
で
剛
山
知
的
て
、
各
国
り
研
光
開
党
政
第
3
h
v

必
ず
し
も
延
岡
市
♂
と
れ
て
い
h
b
い
と
い
う
認
識
を
し
て
お
り
、

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

E
R
＼
に
工
っ
て
欧
r
r
加
盟
国
の
研
究
苦
心
協
力
を
畑
山
辺
、
日
産
主
伐
術
研
究
基
設
の
強
化
ー
ピ
凶
ろ
う
と
し
に
（
り
で
あ
る
つ
日
体
的
な

プ
ラ
ン
と
し
て
は
、
1

芥
回
り
優
れ
介
併
光
機
関
主
活
捻
さ
什
、
研
究
核
問
心
不
ヅ
ト

7
1
ク
セ
構
築
、
し
、
双
方
向
通
信
技
術
JY
用
い

に
バ
ー
チ
ャ
ル
研
え
い
中
一
、
J
h
γ

ー
な
山
由
営
ず
る
、
「
E
U
の
研
究
活
肋
と
各
凶
の
研
冗
活
動
の
竪
合
性
士
一
川
上
さ
せ
る
、

人
村
山
ム
白
ぷ

と
そ
の
流
助
性
を
川
l
さ
庁
る
」
手
が
ぎ
ま
守
れ
て
い
る

rJ
一
の
た
め
、

J
J
尽
の

7
7
i
ム
可
？
；
ノ
f
u
グ
ラ
ム
の
発
泌
を
凶
一
ぺ

J

1

4

3

；
一

f

A
川
J
今

A
V
ω
α
d
J
ニー、
h

加
盟
国
技
＼
υ
加
山
政
子
定
凶
等
の
制
パ
ん
施
設
す
つ
な
ぎ
じ
り
わ
ャ
人
以

l
の
明
究
者
に
批
界
以
J
べ
の
マ
ル
ヲ
メ

デ
ィ
ヴ
ス
ッ
ト
ワ
ー
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／
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＼
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欧
州
妥
只
会
は

kh何

月
の

7
ス
欧
州
理
事
会
で
午
、
ミ

c
E誉
会
の
込
必
状
J
M
を
川
山
口
、

一
（

U
C
日
午

イ
ニ
シ
ア
子
イ
／
の
！
刈
県
と
後
冗
市
下
切
に
悶
ナ
ノ
ム
V

コ

ミ
ノ
」
つ
〕
に。
ィ1

月
、
河
司
の
ス
ト
y
ク
ホ
ル
λ

特
別
欧
州
坪
事
会
向
汁
に

一町

、ミ
J

ニ
ケ
」
を
山
花
十
ヂ
こ
～
」
こ
の
コ
、
、
ご
一
ケ
は
、
イ
〆
タ
ー
永
y

卜
の
普
及
及
＼
υ
引
判
い
情
状
況
に
閑

r
る
ベ
／
子
マ
’
可
申
十
J

グ
乙
九
f
悦

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
｝
の
普
及
、
立
び
に
八
ひ
叫
に
急
成
長
L

つ一千

J
i
v勺
刊
行
こ
っ
、
二
、
思
j
し

7
、パ「一
o

c
，

y

方
i
F
I
t
V
－

1
－

i

ー
：

の
ア
ク
シ
ヲ
、
〆
の
に
め
の
優
先
手
法
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
U

約に九日
m
p
A
3
L
E川
リ
坊
の
再
出
化
に
F

ふ
る
－
一
続
料
金
の
低
廉
化
に
よ
る

、lJ
、
i
l
J

／、一ー～

今
二
日
け

月
三
》

C
Z）

ベ
J

チ
マ

l
ク
レ
ポ

l
r
々
一
甲
山
戸
】
円

C
℃
n

は

山
一
セ
陪
ま
え
芯
が
ら
欧
川
川
の
I
T
及
川
被
が
料
続
さ
れ
る
べ
き
で
↓
れ
る
と
し
て
レ
る
c

e

屯
f
i
出
取
引
市
斗
併
の
拡
大
古
促
進
す
る
ア
ワ

l
＼

パ

ン

k
z
州
知
ノ
ハ

・
学
校
教
山
門
司
怖
い
牡
と
イ
ノ
タ

l
ネ
ジ
ト
の
さ
ら
ん
す
Q

リ
ン
ク
J

・
政
府
心
オ
／
ラ
イ
ン
化
、
定
p
ナ
政
府
の
よ
り
民
の
排
役
一
ー

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

ム

汀

十

什

u

円八に山川いさ品川ハ一

ま
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苓1吾、
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L＇＇州
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以
下
の
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こ
れ
ら
を
術
水
し
、
命
日
い
fE吾作
N
（三
N

の
成
果
と
し
て
、
以
ぃ
ド
の
品
川
内
を
あ
げ

＼ 

0 

Cl 

て
い
，
Q

、

エ
ゑ
庭
へ
の
イ
、
J

夕
、
イ
〈
ソ
！
の
づ
い
透
vp
倍
に
な
コ
た
こ

r

後
述
J）

Tv

心
主
ワ
た
っ

－
ア
レ
コ
よ
パ
ァ
ケ
ヲ
ゾ

・
イ
〆
タ
ー
永
J
r

ト
ア
ク
セ
ス
が
小
久
く
な
っ
た
ロ

・
ほ
ご
？
へ
に
ふ
す
べ
て
の
会
社
こ
4
T
校
が
後
続
5
れ
1
F

～。

・
ム
ー
や
世
界
で
最
迭
の
研
究
下
ッ

I
ワ

ク

パ

y
ケ
ド
／
が
欧
州
に
は
あ
る
n
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・
屯
，

r凶
な
引
の
法
的
枠
組
が
大
き
く
P

心
主

7γ
九。

－
よ
h
多
く
幻
政
制
汁
、
ピ
ス
；
h
I
A
J
ン
一
ア
イ
L
で
偲
与
え
る
よ
う
に
な
う
ー
だ
の

J、
円問

－
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
イ
ー
ン
ソ
？
が
リ
ー
一
上
子
り
つ
つ
あ
る
」

－
w
e
b
η
ア
ケ

A
L

ス
引
の
ガ
イ
ド
ワ
イ
J

い
が
凶
哨
川
市
J

に
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的
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み
ぺ
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さ
れ
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／
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滞
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司～いいい出、

品
授
の
重
安
性
が
加
尽
き
れ
て
い
る

｝＼ 

中
巴
了
凶
取
引
指
令
と
定
p

ナ
マ
ネ

l
指
令

一
り
つ
つ
年
ー
ハ
片
八
日
に
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湖
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す
る
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令
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作
へ
μ
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が

ベ
中
山
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の
道
，
J
に
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山
官
、
ど
川
門

採
択
さ
れ
、

ooor
じ
け
じ
［
内
定
効
し
、

E
じ
加
盟
h

吋
同
は
↓
コ
ロ
こ
ん

月
一
六
！
牛
川

門
法
を
か
特
備
す
る
羨
叫
叫
が
仔
ぜ
ら
れ
た
に
二
条
…
削
）
、

本
山
叫
ん
μ
で
は
、
必
要
な
汲
小
限
度
の
穴
通
規
則
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設
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れ
た
ο

屯！？
i
刷
円
以
前
斗

i
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ス
抗
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一
求
者
に
閑
ず
る
規
定
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対
L

ヨノス
v
b
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れ
た

本
指
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は

約
九
ば

5
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5
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2
さ
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．
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業
乙
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サ

i
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机
入
に
点
る
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科
サ
ど
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オ
ン
ラ
イ
J
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、

オ
ン
ラ
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、
J

訴
認
、

ふX

句、／一フ
J
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ン
、
ン
ヲ

1
r
d
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U
H
／、

イ
ン
平

l
タ
ペ
ス
、

オ
ン
ラ
ノ
I

J

金
際
立
庁
ノ
ピ
ス
、
代
師
宅
＃
F
J
W
H
円
士
・
ム
I

B
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－
小
品
目
爺
業
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門
家
吟

i
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令
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オ
ン
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〆
デ
一
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ン
ド
ピ
平
プ
ヰ
ー
の
エ
ン
夕
、
ア
｛
シ
4

ゾ
ノ
ト
サ
、
ピ
？
へ
、
仏
止
口
、

f
／
タ
ネ
ソ
ト
の
ア
ケ
セ
ス
棒
を
提
供
す
る

111ピ
ぇ
等
、
放
を

を
除
く
す
べ
て
幻
桁
械
？
ι

ピ
ス
を
対
象
と
ー
ヂ
ペ
イ
る
〔

u
h
U
成
外
〆
」
の
紛
／
J
に
際
1

〕
て
の
法
的
処
川
崎
に
ぺ
い

ヰリ～～、

れ
て
い
る

本
指
令

η
礼
的
は

立
ケ
己
又
一
川
内
相
1

川
引
の
日
出
及
び
創
設
の
自
由
t
ζ
Y
7
E
U
単
市
場
の
原
則
に
茶
づ
き

規
刻
統
rnlv）
古
寸

レ
ベ
ル
で
実
山
叫
す
る
こ
に

C
あ
る
口
指
令
セ
ば
、

欧
州
業
界
の
い
叩
f

新
を
川
叫
ん
刊
九
二
句
、
｝
乙
な
く
、
鏡
台
に
豆
影
響
」
V
R
J
子

い
ヨ
ょ
う

ι電
子
制
取
引
を
立
店
、
ぺ
〈
推
進
す
る
に
は
、
法
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
明
依
か
コ
市
純
で
な
け
れ
ば
な
ら

F
、
じ
ド
」
際
レ
ベ
ル

で
透
川
さ
、
れ
る
規
則
に
対
し
て
対
比
可
能
で
、
か
っ
一
貫
生
を
け
立
〆
も
の
で
な
け
れ
ば
h
d
ら
云
レ

と
、
づ
れ
、
次
の
よ
う
ほ
見
索
引
山
中
、
山

川
け
仏

u
h心
て
い
Q
F

二
）
サ
ー
ビ
ス
抗
洪
tync主
主
訟
【
リ
地

L
W
H
r
る
主
義

持ん
υは

w
c
b
リ
ィ
ー
や
ナ
l
バ
ー
が
設
円
さ
れ
て
い
る
場
所
店
オ
父

v
i
タ
が
メ
ー
ル
ボ
ソ
ク
ス
を
持
つ
場
所
と
は
M
J川内係内

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

オ
ペ

ν
iタ

固
定
の
A
H
E
場
所
ζ

通
し
て
絞
ヂ
活
動
ピ
浴
打
、
f
る
場
所
と
し
と
構
築
場
所
を
主
主
し
と
い
る
J

し
た
が
っ
て
、

j
q
ベ
ν
l
タ
は
、
去
の
設
伍
羽
川
ピ
持
つ
メ
／
川
l
i
国
の
E
m
脅
の
い
YJ
佑
車
、
と
な
る
つ

）
ナ
ー
ピ
ス
玩
似
乏
の
透
明
性
に
汁
す
る
並
品
川
叫
弔
頃

お八
μ
は
、
肝
閉
山
凶
が
他
の
方
法
三
捉
供
さ
れ
る
同
絞
め
什

ivpご
い
は
、
川
町
六
、
れ
な
L
ね
別
な
認
可
子
段
h
d
情
枝
川

7
ピ
ス
に
一
村
し

こ
こ
を
禁
j
L
て
い
る
」
ま
た
、
附
帆
〕
芥
や
管
刊
ぺ
川
寸
〕
町
が
、
そ
の
川
町
に
悶
ー
ぶ
に
の
草
川
本
情
報
（
名
古
、
出
所
、
百
チ
メ
ー
ル
γ

ド
レ
ス
、
制
主
登
録
γや
号
、
必
伎
で
あ
れ
ば
司
門
的
認
一
J
こ
内
サ
門
同
体
の
会
員
資
格
、

V
A
T恭子什す答
J

J

H

K

同
市
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て

入
f
c
pる
よ
う
に
、

加
関
川
］
は
情
報
サ

v

スるノ
U

パ
イ
ダ
ー
に
義
務
コ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
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一
一
）
品
問
…
苛
通
信
に
判
ふ
う
る
一
式
的
性
の
説
作

ラ
ー
に
よ
る
市
子
長
訟
の
結
呆

ι対
し
て

qv 
仁
υ
 

町
内初日

法
的
官
庁
ヌ
ー
を
舷
保
す
る
た
恥
ノ
J
i

、
d

め
る
挫
の
活
報
提
汗
を
訓
押
す
よ
う
に
記
長
し
て
い
る
ぐ
出＼

 
ノA
 
P
 

お
〈
ー
は
、
丹
市
通
信

ダ
イ
レ
ク
ト
マ
下
ケ
ア
ィ
J

ゲ
J

』
守
）
を

消
費
醤
の
信
頼
J
f
H
H
い
て
公
正
な
取
引
が
で
き
る

J、
円問

よ
え
に
、

7
れ
に
あ
匂
程
丸
の
淀
川
性
を
以
求
1

て
い
る
コ
屯
4
J

メ
ー
ル
に
よ
る
商
用
法
伝
は
、
明
怖
に
確
認
さ
き
る
」
う
に
求
め
り

れ
γ

J
る
0

7

L

か
L
、
七
叫
原
川
］
「
AVU伴、

LrJ／
一
刷
用
計
J

る
；
い
う
原
則
へ
は
の
て
、

サ

i
f
ス
は
お
一
五
で
停
止
は

C
舎
は
！
っ

（
川
山
）
市
子
的
手
段
に
よ
る
契
約
り
締
結
及
び
ァ
て
の
有
効
性

桁ヘ
J

は
、
古
子
V
人
約
二
の
時
計

H
宇
項
や
剖
取
を
取
り
な
く
よ
う
に
加
思
U

で
い
要
求
し
と
レ
ヲ
G
f

し
か
し
、

に
消
費
者
の
技
術
的
L

イ
ン
タ
ー
不
目
、
仲
介
染
者
心
主
任
件

お
肯
什
C
H一
山
仏
的
な
不
明
確
性
を
除
き
、
ま
た
加
時
国
間
む
異
た
る
取
扱
を
れ
4
U
わ
る
七
め
に

出
札
Aつ
で
は

ト
ノ
ー
ビ
ス
プ
口
パ
イ
ゲ
！
の

役
割
が
、
情
報
の
茶
漬
号
、
め
一
者
寸
つ
の
結
誌
の
「
平
必
る
伝
達
及
び
他
心
「
仲
介
」
活
動
の
場
台
、
仲
介
在
心
主
に
ー
を
除
外
し

て
J
J
7
Q
G

ー
ハ
－
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
紛
争
解
決

お
ん
は
、
羽
む
の

E
U法
と
同
家
の
法
汁
け
が
施
行
さ
れ
る
よ
う
い
、

イ
刀
ニ
ズ
ム
U
F
柿
ふ
l

f

J

言
J

と
し
亡
い
る
r

こ
れ
に
は
、

レ
オ
ン
？
イ
J

紛

7
調
件
、
ン
え
一
ヲ
ム
の
一
帯
散
が
与
ま
れ
る
こ
お
ん
は
、
オ
〆
一
ブ
イ
、
J

域
境
い
遇
切
1
6
所
一
く
て
川
訪
日
市
的
な
法
的
改
治
主
提

供
L

ヨ
る
、
」
y

」
本
姿
求

L
て
い
る
」
ま
た
、
指
令
の
？
i

円
山
作
設
さ
れ
た
規
則
違
反
へ
の
対
応
義
務
が
効
果
的
、
調
和
的
か
つ
刊
供
的
と
あ

る、
k
ζ
Y
N
A

止
官
↓
ぶ
し
て
い
る
c

ぃ
）
頁
｛
本
的
問
叶
対
の
役
割

指
令
は
、
説
内
山
一
一
り
作
互
認
識
ζ

い
い
つ
国
際
原
則
と
、
起
源
川
一
原
則
を
恰
報
サ
ピ
ス
に
適
引
す
る
こ
と
や
防
不
し
て
い
る
u

ケ



ス
パ

f
ケ
i

ス
に
よ
り
、
公
衆
の
利
，
huhvc
寸
る
た
め
に
、
他
の
加
問
M
川
か
、
り
ほ
供
さ
れ
る
情
沼
サ
ー
ビ
ス
に
、
山
間
目
、
炉
陥
叫
ん
市
の
「
で

制
限
を
却
す
、
」
と
が
で
き
る
J
L
か
し
、
そ
の
－
o

つ
な
制
限
は
、
そ
の
は
的
乙
の
調
和
が
必
芝
で
あ
川
、
特
定
の
対
応
が
仕
さ
れ
た
い
佼

の
品
印
Y
N
A

必
裂
で
あ
る
つ

0
0
0
年
九
月

百
., 
ィ、

一礼勺
ゴII
';; !! 

た
。
こ
の
出
刊
ム
μ
は
、
一
屯
づ
ナ
マ
ト

八
日
に
は
、

い
わ
八
凶
ソ
ヴ
内
ν

（
甲
山

y
コ何一
2
守
C
E
h
戸
時
。
同
月
〈

T
Z宣
言
尚
三

いに
M
ー
と
い
一
欧
川
川
統

パ
ス
ピ
ド
l
、
一
乞
提
供
3
2
c
c

の
概
念
ケ
一
導
入
し
て
、

こ
u
指
令
に
よ
る
と
、
主
p

ナ
マ
ネ
！
と
片
山
一
チ

1Fノ
カ
ー
ド
や
日
貸
出
吋
メ
一
七
リ
川
干
の

E
f長
置
に
深
有
さ
れ
、

肢
に
制
限
予
れ
人

全
市
街
の
市
子
決
JAに
利
用
ナ
る
と
い
う
は
約
を
出
国
し
て
い
る
、

事;1 
「皆
ク L

レ絞
ジ常
ジ／「

V ノ

], ,,,, 
b昆

ろ1了
院が1
j耳石
今1"ft 
llJ 
円

五／l'I

よ
で
あ
る

こ
の
指
ヘ
J
t
は
、
叉

理
さ
れ
丈
プ
7

ン
h

円
が
川
川
照
に
電
子
γ
子
！
と
交
挽
さ
れ
る
湯
台
、

十
、〈

ネ

Uノ

耳E

／
つ
は
政
令
、
ソ
人
式
市
誇
と
は
は
？
な
い
d

他
々
、
発
行
機
悶
と
収
む
の
め
る
寸
民
主
口
座
に
姥
さ
れ
た
預
金
残
高
と
日
午
る
迄
，
j

マ
ネ
ill

－／干

体Ii＇認にとピ Z1EIJI）情報基盤改宗（

の
公
的
J

F

ン
k

の
そ
飯
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
桜
悶
出
↑
F

r

v

h

よ
れ
政
金
や
他
の
い
引
い
い
一
応
し
で
き
る
プ
ォ
J

々
の
叉
散
と
な
る
す

し
か
し
定
p

ナ
マ
リ
h
i
l
l
C
H
灰
し
川
候
性
は
、
屯
了
マ
ト
l

に
受
領
さ
れ
る
フ
ァ
ン
k

が
預
金
や
他
心
払
い
一
似
し
て
き
る

一ノ
F

ン
ド
と
け
凡
な
さ
れ
る
こ
と
な
京
恥
的
い
は
当
味
、
ご
な
し
し
買

〉

1
1
口
主
主

σHHム
円
か
「
f
L

け
だ
い
例
制
司
通
り
の
金
銭
的
知
値
な
の
で
あ
る
c

必
お
、
二
心
心
。
午

日
ベ
ド
円
引
先
行
さ
れ
z
l

～
凶
「
明
に
お
い
て
、
欧
州
妥
一
閉
会
は
電
了
決
済
の
分
討
に
決
浮
が
礎
石
に
追
い
つ
い
て
い

〈
か
ど
う
か
…
以
念
1J
て
い
る
J
ま
た
、
電
子
市
取
引
や
ふ
り
…
JMサ
ヲ
ピ
ス
に
問
ト
Jム
V
7
1
ノ
、
〆
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
冗
述
の
G
B
わ

f
t
司一

ζ

川
り
ね
汁
イ
二
夕
、
入
ヴ
ト
決
品
川
ピ
特
別
の
注
す
む
な
払
っ
て
い
る
。

政
山
川
で
は
ー
ー
で
は
は
一
＼
］
（
］
ヘ
T

F
一コ百円
C

ヨ
仏
戸

JCeヨ
メ
ミ
g
c
c
コ
ベ
2
E
J
C
T
m
v
J

と川町、
A
D
ぷ
注
A
h
t
r
一一台へ

日
p

川
、
本
格
の
記
H
ゃ
構
成
に
つ
い
て
は
、
本
情
報
処
叫
問
問
完
治
八
A

－1
－
Y
D
E
C
一
「
、
幸
女
同
お
け
る
比
同
法
此
前
に
問
ず
る
制

。
u 
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r日

十
付
』
千
三
、
ハ
）
一
川
、
一
）
（
ハ
〉
二
、
ハ
一
九
）
↓
午
、
山
一
じ
に
、

k
o
b
－
総
一
付
－
拡
大
ト
じ
に
お
け
る
電
J
A
述
F
M
政
波
及
び
拡
大
E
U
J一山

界
心
泊
信
市
川
時
t
疋
ほ

J
M笹
川
V

苧
声
沙
問
陀
マ

L
一
ケ
一
ヨ
／
苓
主
、
↓
〈
ハ
｝
〈
リ
ハ

ι等
の
郭
パ
ハ
辛
い
に
角
J

う
川
v
V

ヘ
戸
い
「

一
っ
こ
な
日
、
（
E
R
g
－
v
己
主
4
7
F
H
H
【
ち
ぶ
さ
二
J
g
u
z
－
－
号
J
は
、
江
（
ヘ
何
凶
司
令
官
｝
コ
ハ
C
E
E
王
立
攻
州
犬
山
内
休
）
（
り
人
久
日
会
て
忘
る
J

ぺ4
F

た
だ

L
こ
の
式
記
ば
、
政
栄
謀
也
氏
、
b

y

一tl、
μ
件
目
的
な
協
h
バヱ仇一宮ず
G
出
店
や
、
同
汚
迎
宇
人
口
7

一
ヘ
ロ
夜
、
〆
得
な
カ
J

た門司
h
M
な
政
市

的
判
断
士
必
言
、
十
J

一
間
足
λ

九
加
町
一
回
］
日
村
ク
ラ
ス
が
協
議
了
。
一
欧
州
昭
事
会
あ
る
い
は
戸
脳
会
議
－
H
ミ
叫
九
こ
へ

P
R
4
z
p

h
C
4
5
2
ど
に
叫
幻
コ
ね
に
な
お
、
円
λ

己
3
2
A
C
H
同
F
】
寸
C
H
J
E
G
ヨ
コ
ォ
ヨ
は
、
聞
に
チ
η

円
2
5
2
｛
引
当
地
ム
？
ー
も
円
わ
す
れ
一
？
、
パ
？
ノ
条
約

一3
2
5一三

3
2

仏
日

λ
l

凶
月
調
印
）
以
未
の
凶
拝
i

で
、
子
三
｛
三
一
己
主
三
三
さ
お
と
呼
ぶ
れ
た
ら
ケ
y

守
丁
も
あ
る
ー

ぺ
一
：
勺
ぷ
什
』
は
、
以
い
州
議
ヘ
子
、
り
共
同
人
仏
k
y
い一一
J

渇べ
μ

いっち一い
U

（
p
d
｝
（
）
［
F
h
ム
一
山
F
J
E
】
気
。
『
戸
庁
。
町
、
号
。
ち
E
H
M
〔
戸
。
】
ヘ
一
つ
ヘ
ノ
一
一
一
戸
f

｛

AC4イ
J↓こ
一
己

MMCpd一い

J、
円問

,, 

日
以
で
山
、
c
p
m
］
一
。
5
5
｝
h
L
F伶

m
F
Z
3
で
わ
さ

コ
コ
日
小
十
円
円
、

E
I
憲
法
条
約
半
案
ρ
へ
口
古
さ
れ
、
加
目
一
同
は
（
～
C
ハ
ヰ
ー
一
ま
で
～
u
批
准
一
n
J
る
こ
と
と
き
れ
、
川
へ
い
草
川
以
来
v

ぢ川

よ
り
、
ロ
コ
七
年
以
降
は
（
H
A
E
－
2了
A
F
＝
コ
宮
町
一
己
主
ニ
ハ
三
一
柑
附
刊
事
A
A
）
日
Z
5
2
7
λ
Z
I
5
古
J
一
y
i
D

九
条
耳
、

i

D

来
）
に
、
（
【
ご
一
h
F
ご
「
F
F
E
E
J
E
F
何
日
C
で
ペ
ロ
ロ
ロ
コ
E
H
H
F
E
E
E
一
説
什
川
法
救
半
町
一
ば
門
戸
E
3
h
一
戸
J
R
i
w
－
Lだ

F
戸
時
二
じ
E
ユ
ロ
コ
巳

マ
れ
い
一
九
条
、

l

m
州
一
九
全
）
に
む
ね
を
ご
ゐ
ら
れ
る
y

と
も
に
も
弘
司
令
、
豆
、
立
さ
イ
の
は
ー
斗
相
伝
ヘ
欧
州
枠
組
住
）
に
、
別
出

（
F
m
r
E
C
C
コ
一
は
古
川
千
殴
川
沖
J
つ
と
さ
れ
r
Y
一
、
ー
し
な
J
た
c

一C
C

P

7

称
は
今
ー
ん
ん
九
午
六
月
心
組
織
改

q仏
浄
の
も

rJ

ぺQν
一－二一、＼AUZ向。℃PAJ広三」戸、pd3h】】Lm？】」｛3川口】hwZDZ泊。〔】AumV】白川一命メめ］JFコH

パ
リ
ザ
＼
U
J
水
戸
総
務
利
一

R
r－
伝
説
社
会
総
対
は
、

h
年
一
I
E
r
L
パ
J
レ
ベ
ル
怖
い
示
、
岨
信
持
均
一
I
C
T
）
協
v
瓦
L

Y
〕

H
F
U
I
的
ご
そ
れ
に

い枕，、－
H

E

U

i
じ
j

ン
ユ
ェ
午
、
二
ム
山
町
、
一
際
法
v

て
し
る
ハ
ハ
一
人
口
十
小
ま
て
の
シ
ン
ポ
／
ワ
ム
心
、
容
は
以
ー
の
苅
h
i

匂

l取人法午l五日 r:s'; ,, c＇υ印日、



ζ

つ一九
ι
ドI
J

戸J

来

プ、

ヴ
／
ヤ
レ
ス
ノ
ロ
ー
に
パ
シ
、
一
り
th椛
お
は
と
ピ
、
ン
～
イ
ス
モ
ヂ
日

体Ii＇認にとピ z,E;J'.l情報基盤改宗（

川
十
昔
は
e

一
日
ぺ
〆
午
、
〆
お
に
出
町
L
に
が
、
半
一
日

E
r制
は
「
1
H

木
日
品
十
い
い
恥
常
布
川
崎
長
／
人
＼
の
敬
凶
z
L
は
く
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が

出
気
と
ホ
コ
た
J

フ
ア
三
イ
つ
一
一
プ
円
、
ノ
一
↑
ィ
（
F
7
3
円乙
2

2さ
欧
州
を
ハ
円
台
同
校
作
－
主
総
同
長
f

一
直
に
お
話
L
P
F、
有
明
で
字
J

J

人
d

（
刊
で
了
円
旬
、
ご
生
弓
C
匂m
H

合同二三＼の
C
『
U
J
H

て牛山山小イ《リ
Z
4
R
」d
ξ
力
炉
符
ハ
コ

zcu一

一日

F
た
た
し
、
間
以
什
λ
A
改
策
に
つ

v

一
三
い
、
企
主
総
同
（
円
以
桁
F
川県、

F
F
H
’E
2
ヘ
1
5
2吋
す

5
2
4、
事
ぃ
刊
梓
iu一
三
で
や
紋
育
十
人
日
総
対

一L

F三三一二伯作、令（
A
Z
M

石三時可サ一り山川山川崎
7

一
J
U
九の？
Q
f

ヘ
ロ
一
九
三
山
、
九
八
且
刊
月
よ
り

r
白
川
パ
ペ
ム
労
め
、
い
に
川
ト
刊
岳
民
会
委
員
白
川
、
九
九
一
立

1

H
ザ
／
r

ル
ニ

R
主
E
M
P
F
同F
向、

九
九
九
F

斗
土
で
一
に
引
き
続
古
れ
こ

一、叶J
）
庄
出
L
冷
川
料
「
ぺ
川
蛍
音
l

」
い
ト
〉
附
刊
叫
」
（
｝
〕
門
丹
勺
＼
C
『
M

《V
ペ｝時〉〕戸
d

訪（一仇戸
η

｝匂＼｝戸一
F

｛ハ
2
T
～＼「一｝汚
cミ

一什
H

一
な
お
、
げ
J
h
山
心
仲
山
口
d
Z
古
川
キ
に
代
表
♂
れ
る
イ
一
へ
こ
一
ア
q
ア
は
、

r
ノ
口
々
｝
ブ
A

一
事
業
／

r一
ば
呉
川
ふ
つ
に
v
p
A
託行
mmは
な
さ
れ
な
v

こ
れ
に
は
E
L
のんにこ斗」「
f

芹日人刀一ハイ
9
J
V
つ
｝
ニ
の
山
影
山
山
寸
も
あ
ウ
～
。

一目、

h
f
R
3て
EHP
門
西
区

E
2
7
5一
定
一
戸
。
吃
土
h
H
2
h
t
E
S乙
Y
A
U
J
h
℃

Z
E
F！日
u
v
y
m
ロハ－

T
C
H
C
2
H
Hぬい
F
ロ

n
w
G
Eに
2
売
の
以
応
己

3
2
M

同りつぺ
4
4
m
一みロ
J
m
ご十｝
J
今日戸戸川勺ハコ神戸戸「
V
～

一日
J

川
駅
胤
山
山
目
、
マ

1
スー

j

ヒ
h

条
約
三
一
二
朱
「
巳
刊
一
及
び
羽
盟
諸

ι
じし

nu
全
休
日
高
M

一
角
境
一
目
強
化
に
店
主
！
な
条
件
ゎ
終
備
寸
る
こ
と
が

え
ざ
る
一
三
九
九
九
午
五
月
に
た
幼
し
に
玖
ヲ
山
ス
ア
司
ぷ
ム
長
約

v
u
t
条
約
｝
で
は
子
力
日
J

主
で
あ
る

ぺ
口
一
次
一
山
－
は
九
リ
匂
二
勺
3
！
大
統
知
主
坑
J

U

勝
利
ど
ん
ク
パ
f
J
l
ノ
〆
「
目
玉
合
政
況
が
治
以
ス
1
J

パ
ノ
イ
フ
ー
一
］
』
時
間
人
ゲ
二
千
九
出
し
、
首
U

／
／
タ

1
キ
ァ
ト
本
九
円
へ

ω
肋
疋
hv
泊
め
て
い
に
ド
こ
う
－
た
動
5

引
ヨ

l
ロ
ペ
に
も
徐
々
に
沢
主
会
一
品
ほ
J

た
と
さ
れ
ム
旬
、
土
1
E
i入
yr

コ
汁
口
ソ
ベ
の
サ
イ
パ
・
コ
：
ム
二
－
ァ
ー
引
へ

Tr
パ
ノ
ド

L

ヴ
ス
一
財
河
出
入
じ
い
山
（
－

hm川
別
問
凶
会
託
事
業
一
サ
イ
バ
ラ
コ
ミ
一

テ
ィ
刑
A
H
M
仏
大
山
千
品
川

E

マ
ノ
h

F

l

々
に
よ
る
杭
絞
り
μ
成
り
抗
」
民
間
凶
際
社
会
拝
ぇ
同
研
究
川
、

F

ノf
、
同
住
、
九
一
文
、
参
照
ー

ヘ
刊
比
一
比
二
町
八
六

1

1弓
h
E
（
加
国
闘
で
調
印
さ
れ
た
一
半
欧
州
議
定
戸
＼
出
自
に
π
「
伝
d
E
A
W
H
F
｝

r戸
九
パ
ヘ
ヒ
刊
七
日
戸
げ
八
十
中

羽
こ
に
お
い
一
よ
哨
布
、
さ
れ

t
iい
＼
丁

v
h
N
A仏
、
マ
ス
ト
J

台

1
条
約
第
一
号
y

？
で
心
作
u
e

世
田
坑
心
明
t」
ど
も
第
一
二
九
条
b
hー
で
は
、

凶
境
の
な
し
ロ
域
ル
ハ
ソ
J
】
ず
る

T
段
L

一
二
、
、
だ
愉
。
辺
C

I
千
U
Vエ

1
分
げ
の

I
E
W一
情
論
7ぺ
乙
十
ノ
ト
ノ

l
ク
の
羽
い
斗
長
杭
相
L
J
巴
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r日
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